
近畿中部防衛局主催・第２回関西総合防衛セミナー議事録 

 

日 時：平成２５年７月２５日（木）１３００～１７３０ 

場 所：大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター）ホール 

    （大阪府大阪市） 

講 師： 

特定非営利活動法人・国際変動研究所理事長、静岡県立大学特任教授、軍事アナリスト 

                                小川 和久 氏 

財団法人ディフェンスリサーチセンター会長兼理事長、元防衛庁技術研究本部技術開発 

官・陸将                            上田 愛彦 氏 

防衛省技術研究本部事業監理部計画官               三島 茂徳 氏 

防衛省技術研究本部副技術開発官（航空機担当）          市橋 孝浩 氏 

防衛省技術研究本部電子装備研究所センサ技術研究部長       土志田 実 氏 

防衛省技術研究本部先進技術推進センター研究管理官（ヒューマン・ロボット融合技術担 

当）付ヒューマン・ロボット融合システム技術推進室長       金子  学 氏 

議事概要： 

 

【司会】 

 第２回関西総合防衛セミナーを始めさせていただきます。私は本日の司会進行を担当い

たします近畿中部防衛局企画部地方調整課長の小山と申します。どうぞよろしくお願いい

たします。 

 まず、開会に先立ちまして皆様に若干のご説明とお願いを申し上げます。座席でござい

ますが、一部を関係者席とさせていただいております。誠に申し訳ございませんが、ご協

力のほどよろしくお願い申し上げます。それから、本日、たくさんの方のお申込みを頂戴

しました。大変ありがとうございます。お席がかなり狭いので、お荷物はお席の下にござ

いますバスケットに入れていただいて、横の席などに置かれませんようご協力をお願い申

し上げます。会場内での飲食は禁止となっております。飲食はロビーをご利用ください。

このドーンセンターは敷地も含めまして、すべて禁煙となっております。こちらもご協力

のほどよろしくお願いいたします。それから誠に申し訳ございませんが、お手洗いはこの

７階にはございませんので、６階をご利用くださるようお願い申し上げます。携帯電話、

スマートフォンをお持ちの方は、マナーモード、機内モードにしていただくか、電源をお

切りいただくようご協力のほどお願いいたします。また、会場内での通話は、ご遠慮願い

ます。講演中の写真撮影、録音はお差し控え願います。メモやノートを取ることは結構で

ございます。なお、私ども、近畿中部防衛局の広報活動のため、講演中の様子、それから

会場内外の様子を適宜写真撮影させていただくことにしております。その時には皆様のお

姿が入ることがあるかもわかりませんが、特定の方を撮すということではなく、たまたま

入ったということでご了解いただきたいと思います。撮りました写真等につきましては、

私どもの広報誌及びホームページに掲載する予定でございます。あらかじめご了承をお願

いいたします。 

- 1 -



 本日お渡ししております封筒の中に、プログラム、レジュメ、アンケート用紙等が入っ

ております。アンケート用紙につきましては、セミナー終了後、ご記入の上、お帰りの際

に回収箱にお入れくださいますようお願い申し上げます。もし、封筒をまだお受け取りで

ない方がおられましたら、恐れ入りますが、周りにおります係の者にお知らせいただけま

すでしょうか。それから、皆様、もう見られたかと思いますが、ロビーで防衛省技術研究

本部の研究開発品の展示を行っております。休憩時間などをご利用いただきまして、ご覧

いただけたら幸いでございます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 それではお待たせいたしました。ただいまより、近畿中部防衛局主催・第２回関西総合

防衛セミナーを開会いたします。主催者を代表いたしまして、近畿中部防衛局長・及川博

之から開会の挨拶をさせていただきます。 

 

【近畿中部防衛局長】 

  ただいま、紹介がございました近畿中部防衛局長の及川でございます。本日は、お暑い

中、また大変お忙しい中、第２回関西総合防衛セミナーにご来場いただきまして誠にあり

がとうございます。厚く御礼申し上げます。 

 当局は、防衛省の地方支分部局といたしまして、近畿、東海、北陸の２府１０県を管轄

し、その任務の１つとして、国の防衛政策や防衛省・自衛隊の活動について広く国民のご

理解をいただくための広報活動がございます。このため、当局ではこれまで２１回にわた

り防衛セミナーを開催し、様々なテーマで説明や講演などを行ってまいりました。 

 この一環といたしまして、昨年７月に大阪市内において第１回関西総合防衛セミナーを

開催し、大勢の方々にご来場いただき、好評をいただきました。ここ関西は首都圏に次ぐ

第２の政経中枢であり、産業・情報の集積基盤、研究開発の一大拠点として素晴らしい実

績を誇り、その全国的発信力、影響力の大きさは言うまでもございません。私どもといた

しましては、引き続きこのような関西地区の各界、各方面でご活躍の皆様に、身近な機会

においてより幅広く防衛、安全保障の問題を考え、ご理解を深める一助にしていただきた

く、第２回目の関西総合防衛セミナーを開催することといたしました。 

 今回のテーマは、「安全保障と科学技術」でございます。我が国を取り巻く安全保障環

境を考えるにあたりましては、様々な技術の向上や装備・技術研究開発の進展も１つの重

要な要素であり、これらが安全保障にもたらす影響などについて理解を深めていただくこ

とは、意義あるものと考えたところでございます。 

 本日はまず、外交、安全保障、危機管理の分野で政府の政策立案にかかわるなど、安全

保障問題にご見識の深い、特定非営利活動法人・国際変動研究所理事長、静岡県立大学特

任教授であります軍事アナリストの小川和久先生に「国際水準から見た日本の安全保障」

と題しまして、特別講演を行っていただきます。その後、全体を２部構成とし、まず第１

部では、財団法人ディフェンスリサーチセンター会長兼理事長でございます元防衛庁技術

研究本部技術開発官・陸将の上田愛彦先生に「国際的な防衛装備・技術動向の現状と将来

見通し」と題しましてご講演いただきます。第２部では、自衛隊が使用する各種装備品な

どの研究開発を一元的に行っている防衛省技術研究本部の幹部や専門研究家の方々にご講

演いただきます。 
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 また、本建物７階ホワイエでは、技術研究本部の研究開発活動の一端をご紹介しており

ます。壁の向こう側の人の位置関係がわかる壁透過レーダー、あるいは遠隔操作により自

走する手投げ式偵察ロボットの展示や説明を行っておりますので、休憩時間などにご覧い

ただければ幸いでございます。 

 小川先生をはじめ、本日ご講演を賜ります各先生方には公私ともに大変ご多忙の中、当

地までおいでいただき、貴重なご講演を賜り、改めてこの場をお借りしまして厚く御礼申

し上げます。 

 また、本日のセミナー開催にあたりまして、ご後援をいただきました関西経済連合会、

大阪商工会議所、関西経済同友会をはじめ、多くの関係機関、団体等にご支援、ご協力を

いただきました。ここに深く感謝申し上げる次第でございます。 

 最後になりましたが、本日ご来場の皆様には、本セミナーを機会に、今後とも一層、国

の安全保障、防衛省の施策や自衛隊の活動についてご理解を深めていただき、引き続きご

支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げて、私の挨拶とさせていただきます。本日は

誠にありがとうございました。 

 

【司会】 

 主催者挨拶でございました。左藤防衛大臣政務官から本日の防衛セミナー開催にあたり

ましてメッセージが届いております。ここでご紹介させていただきます。「セミナーのご

開催をお慶び申し上げます。ご参加の皆様が益々ご健祥で意義深いひとときを過ごされま

すようお祈りいたします。防衛大臣政務官 衆議院議員 左藤章」。以上、紹介させてい

ただきました。  

 それでは、特別講演に入らせていただきます。先ほど、局長から紹介のありましたとお

り、特別講演の講師は特定非営利活動法人・国際変動研究所理事長、静岡県立大学グロー

バル地域センター特任教授、軍事アナリストの小川和久先生です。 

 ここで小川先生の経歴を簡単にご紹介させていただきます。先生は熊本県のご出身で、

陸上自衛隊生徒教育隊、航空学校を修了後、地方新聞記者、週刊誌記者などを経て、１９

８４年、日本初の軍事アナリストとして独立され、外交、安全保障、危機管理の分野で政

府の政策立案にかかわり、国家安全保障に関する官邸機能強化会議の議員などを歴任され

ました。小渕内閣では、ドクターヘリ実現の中心的役割を果たされ、電力、電話、金融な

ど重要インフラ産業のセキュリティでもコンサルタントとして活躍されておられます。ま

た、２０１２年４月からは静岡県の危機管理体制の改善に取り組んでおられます。 

 さらに著作活動にも活発に取り組まれ、主な著書として、『それで、どうする！日本の

領土 これが答えだ！』、『東日本大震災からの日本再生』、『もしも日本が戦争に巻き

込まれたら！』など、多数の著作がございます。 

 それでは、小川先生の講演をお聴きしたいと思います。本日のテーマは、「国際水準か

ら見た日本の安全保障」です。小川先生、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【特定非営利活動法人・国際変動研究所理事長 小川 和久 氏】 

 皆さん、こんにちは。ご紹介いただきました小川でございます。 
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 今日の演題はすごく重いのです。「国際水準から見た日本の安全保障」…。結論から申

し上げますと、全然、国際水準に達していない。だから、国際水準をクリアしなければな

らないということで、防衛省はこの催しをやっているのです。その中身をかなり具体的に

お話いたします。相当悲惨です、日本は。強がりばかり言っている関西のテレビばかりを

見ていると、あほになりまっせ、ほんまに。そういうところがいっぱいあるわけです。 

 昨日も、私は仙台で東北六県の東日本大震災からの復興に関するフォーラムの基調講演

をやってきました。日本の安全保障とはまた別の所で、危機管理とか道路整備という話を

やってきました。今月は今日で８回目の講演ですが、ＩＴ専門の会社の基調講演もやって

いるのです。「日本はサイバー戦争を生き残れるか」。これもまた、生き残れないという

話なのですが、私ごときがそんな多岐に渡るテーマを、あちこちでお話するということ自

体、ちょっと不思議だと思ったほうが良いです。 

 私はこれでも総理大臣補佐官に３回なれと言われているのです。小渕さん、小泉さん、

もう１人は言いたくないけど、鳩山さん。ただ、これは政治家との関係で言われたわけで

はなくて、官僚が引っ張ったのです。日本の官僚は、やはり受験競争の勝ち組ばかりだか

ら優秀です。問題は、彼らの能力を引き出すような政治が存在していないことです。その

中で、自分の役所の責任と権限の範囲でやむなく答案を書くから、無理やり書いて１００

点満点で２０点の答案のオンパレードです。隙間がいっぱい残っている。国家を安全な状

態にもっていくためには、何とか埋めなければならない。猫の手よりは小川の手のほうが

ましだろうということで、引っ張り込まれたのです。 

 だから、私がそんな仕事をしているということ自体、日本人は外交と安全保障と危機管

理が苦手だということを直視しなければいけない、という話なのです。強がりばかり言っ

ているではないですか。日本国内でしか通用しないような話ばかり。そういうふうだと、

それが蟻の一穴になって国を滅ぼします。強がり言わなくたって、ちゃんとやるべきこと

をやっていたら外国は来ないのだから。強がり言っていたって、何の役にも立たないこと

をやっていれば、外国は来るのです。とにかく、日本は素晴らしい国です。その素晴らし

い国が滅びないようにしようというのが、このセミナーの狙いなのです。国家国民をあげ

て、素晴らしい能力を持っています。文化も花開いています。世界中が認めてくれていま

す。そうであればこそ、あの敗戦の荒廃の中からこれだけの国を作り上げることができた

のです。胸を張って日本人だと言って歩けば良いけれど、いまいちの所があるというの

は、やはり自覚しなければだめです。いまいちの所がなければ、尖閣の辺りを中国の白い

船がうろうろしたりしないのです。 

 我々が高い能力を身につけ、文化も花開いたというのは、海に守られてきた結果だとい

うことをきちんと押さえなければだめです。外国に占領されたというのは、アメリカ軍が

初めてだったのですから、こんなに恵まれた環境はない。しかし、その一方で、危機に遭

遇したことがないから、みんなが未経験なのです。どう対処していいかわからないから、

普通の国ができることができないわけです。外交と安全保障と危機管理というのは、世界

のどこに出しても通用するもの以外は全部零点の世界なのです。「５０点しか取れなかっ

たけど、勘弁して」というのはないのです。国が滅びるかどうか、国民が死ぬかどうかだ

から、合格点以外は零点なのです。それを意識して、やり方をちゃんと学べば、我々は
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元々能力が高いのですから、あっという間に世界のトップレベルに行きます。そこのとこ

ろを考えようという話なのです。だから、ごまかさないで、我々はこの分野だけが苦手な

のだということを自覚して、愚直に穴を塞いでいければ、鬼に金棒の国に、短い期間でな

ることができます。外交と安全保障と危機管理だけが苦手というのは、恵まれた国です。

苦手な分野がわかっているのだから、だったらやろうという話なのです。 

 そこのところでいろいろ話をしないといけないのですが、やはり防衛省が呼んでくれた

ので、防衛省の悲惨な話から始めます。お手元にレジュメを配ってあるでしょう。字が小

さいと文句を言わないでください。私は満６７歳になって、この字を裸眼で読めるという

ことを自慢したくて、こういう小さい字で印刷したのですから。ここに最初に、「虚勢を

張っても、日本は『一流半』の国家」、次に「２００８年７月２８日、防衛省第１省議

室」というのがありますが、これは防衛大臣の部屋があるフロアの会議室です。 

 ２００８年７月２８日に何があったか。あの年は護衛艦「あたご」が漁船とぶつかるな

どいろいろな事件や事故があって、私が大変親しくしていた、今も親しくしている守屋さ

ん（元防衛省事務次官）がゴルフをやりすぎてつかまってしまったなど、いわゆる不祥事

がいっぱいあったわけです。それで、不祥事をなくすためにどうしたらいいのかというこ

とで、石破茂さんが私を呼んだわけです。当時の防衛大臣です。１つだけ国家機密を言い

ますが、石破さんは、戦後の日本の安全保障関係者で唯一、中国人民解放軍に勝利した人

です。それも中国側が教えてくれたのです。おたくの国の防衛庁長官に負けましたと。石

破さんは最初に防衛庁長官をやりました。２回目は防衛大臣です。何をしたのかと言った

ら、乾杯で石破さんに負けたというのです。それで石破さんに何杯飲んだのか聞くと、マ

オタイ（中国酒）を７０杯も飲んだそうです。クレイジーです。国威をかけて、死ぬかも

しれないけれど飲んだということです。ご本人にどうだったと聞くと、ホテルの部屋まで

は威風堂々と歩いて帰って、ドアが閉まったとたんに、人事不省に陥ったそうです。だか

ら、ハニートラップだろうが何だろうが役に立たなかったでしょう。ただ、唯一人民解放

軍に勝った人間だということは褒めてあげてください。 

 その石破さんが私を呼びました。不祥事をなくすためには、根本からみんなで考えなけ

ればいけないということです。私も意地悪だから、第１省議室に入っていって、石破大臣

が私がきついことを言うのを今か今かとニコニコしながら待っているのに応えたわけで

す。こっちに増田事務次官（当時）がいて、こっちに髙見澤防衛政策局長（当時）がい

て、こっちに副大臣がいて、こっちは統合幕僚長がいて、陸・海・空幕僚長がいて、当時

空幕長は田母神さんでした。こっちに五百旗頭防衛大学校長（当時）がいて。私は入って

いって何をやったかというと、「これが見えないのか」と言って携帯電話を出したので

す。「部外者がこのエリアに携帯電話を持ち込むことができる防衛省というのは、平時の

戦いを戦っていない組織だ。だから不祥事が起きるのだ」。かませた、のっけから。そし

て、もう１個かばんから携帯電話を出したのです。「普通は取り上げられるということを

前提にしているから、もう１個かばんに入れてきた。それが無駄になったではないか。見

ろ、携帯電話のアンテナが立っている。電波のシールドがされていないではないか。俺が

通話状態にしたら、全部外部の人に聞こえてしまうではないか」。とにかく、秘密保全の

基本からできていないという話をして、個別の話に入っていきました。 
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 防衛省・自衛隊の名誉のために言うと、その直後にパブリックスペース以外では、携帯

電話の電源をちゃんと切って全部預けるようになったのです。東京にある外国の大使館を

見ても、その国の大使でも、携帯電話はパブリックスペース以外は電源を切ったのを確認

して、鍵のかかるロッカーに入れられてしまうというのが、先進国の基本ですから。それ

をやっていなかったというのは、やはり平時の戦いを戦っていないと言われても仕方がな

いのです。 

 ついでに言うと、総理官邸はまだだめなのです。私は、できあがる時の最終チェックを

２００２年３月２６日にやりました。設計段階で入っていなければいけないセキュリティ

が２６点抜けていたので、直せと言いました。秘密だから言えませんが、１つだけ言う

と、さきほどの電波のシールドの問題です。地下の危機管理センターはシールドが入って

いるけれど、総理大臣執務室にいても、ばんばん携帯電話にかかってくるのですから。そ

のくせ、総理官邸でカウンターインテリジェンス（情報防衛）の会議をやって、情報漏れ

がないような体制を作るための会議をやりますとか言って、そこにみんな携帯電話を持ち

込んで、電波のアンテナが立っているのだから、悪い冗談です、この国は。それで、携帯

電話でしゃべっている役人とか大臣とかがうろうろ入っていくのがテレビのカメラに写っ

ています。強がり言うのをやめましょう。 

 あの時のことを思い出すといろいろあります。例えば、防衛省内部部局については守屋

さんの一件に触れないわけにはいきませんでした。なぜああいうことになったのかという

話をセキュリティの面から言うと、なぜ防衛省や自衛隊の上層部にボディーガードがつい

ていないのでしょう。ＳＰ（要人警護）がついているのは大臣だけです。特殊部隊出身の

人間が、あるいは特殊部隊員が４人ぐらい２４時間ボディーガードについていなかったら

いけないのではないか。ボディーガードがついていたら、その立場で接触してはいけない

相手と頻繁にゴルフに行かないです。良く知っているから、私は残念で仕方がないので

す。ゴルフゲームぐらいで済ましておいてくれたら良かったのだけど。守屋さんの場合、

まだ現職の事務次官の時に世界中にセミヌードの写真が流れたのを覚えていないですか。

週刊新潮に見開きのグラビアで。彼が朝、自宅の門の外に出てきて、パンツ一丁で私より

ももうちょっと張り出した腹を出して、牛乳を拾っているところを写真に撮られました。

でも、ボディーガードがいたら、まず絶対外に出しません。そういう問題から入らなけれ

ばだめだということです。 

 陸海空それぞれについて問題点を言ったのですが、海上自衛隊については、思い出すの

は２つ。２００６年２月に大阪の毎日新聞の社会部がスクープしました。インターネット

上に海上自衛隊の１３０隻の艦艇の電話番号、専用回線、ファクス番号が全部出ていると

いう情報です。それが私のところに持ち込まれて、本物だろうかというところから始まっ

たのです。これは毎日新聞の手柄です。ただ、１年経っても電話番号がそのままになって

いました。パソコン１台あったら、海上自衛隊の１３０隻全部が機能麻痺です。赤星海上

幕僚長（当時）はいやな顔をしていたけど、「こんなことやっているのか」と怒りまし

た。 

 そして、もう１つは、「海上自衛隊の半分は女性にしろ」と言ったのです。今、護衛艦

「ひゅうが」は１割ほどが女性乗組員になっています。これは女性の活用、ここの建物が
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男女共同参画・青少年センターだから言っているわけではないのですよ。女性の自衛官

は、男性も良いけど、女性はさらに質が良いです。しかし、船に配属が決まるとやめてし

まう若者が結構いるというのが悩みの種でした。これは日本社会の現れで、自衛官だけの

問題ではなく、やはり朝８時に家を出て、夕方５時に家に帰りたい若者が多いわけです。

しかし、海上自衛隊の船になるとそういうわけにはいきません。でも、女性だったらその

辺はきちっとやるのではないか。とにかく、男で船に乗っているやつは有難い存在なもの

だから、ちょっと甘くなる、厳しくしない、目こぼしをしているというと、潜水艦部隊で

薬物汚染ということになってしまったり、第１護衛隊群の旗艦「しらね」はＣＩＣ（戦闘

情報センター）から火が出て、内部が燃えてしまいました。中国製の電子機器が火をふい

たというから陰謀ではないかという話もありましたが。やはり、厳しい訓練をやってこな

かった結果と見なさなければいけないですが、「あたご」の衝突事故がありました。あれ

は、交通事故で言えば過失の割合は双方にあるのです。ただ、軍事組織として言えば、１

００％こちらに問題があったと受け止めて、取り組んでいかなければいけないという話な

のです。あれがテロリストの仕掛けたものだったら、ぶつかった方が悪いのですから。こ

のような話をしました。半分は女にしろと言ったら、赤星海幕長（当時）は検討した結

果、建造中の「ひゅうが」に女性用の個室を１７室発注したのです。これは、２人部屋、

３人部屋にできるようになっています。この間、横須賀で聞いたら、現在は女性が３５人

ということでした。ちょうど１割です。すぐに直そうというふうに手を打つ防衛省・自衛

隊という面を評価していただきたいのです。どこの組織でも穴はいっぱい開いているので

す。問題はいっぱいあります。でも、直ちに動かないと国を滅ぼす、国民を守れないから

自衛隊は直ちに動くということなのです。 

 昨日も東北で話をしたのですが、私は危機管理、災害対策などもやっているのですが、

やはり東日本大震災でも自衛隊はそれなりの活動ができたでしょう。しかし、県などの行

政組織がそれなりの活動をするためには、ちょっと時間差がありました。それは、有事型

の組織であるか、平時型の組織であるかという問題なのです。自衛隊は、軍事組織として

はまだ足りない部分がいろいろありますが、１００％有事型の組織なのです。とにかく、

司令部という頭脳組織も、手足である部隊も、やはり奇襲攻撃や遭遇戦に耐えられなかっ

たらいけないから、そういう体制になっている。日頃の訓練も、そうです。例えば、決

心。私が普通科の中隊長だったとします。普通科というのは歩兵です。とにかく、敵が向

こうにいて、こっちに防御陣地を構えています。そうしたら、いきなり「小川中隊長、３

時の方向」つまり東方向ですが、「敵歩兵１００、戦車４両、中隊長決心」とやられるわ

けです。そこで逃げるか、中央突破するか、司令部に泣きつくか、何か決めなければいけ

ない。その決心ができなければいけないわけです。雑だろうと何だろうとやるという訓練

を自衛隊は積んでいるわけです。そういう有事型の組織だから動けます。だから、自衛隊

は何か問題点があるとわかったら、すぐ穴を塞ぐ発想なのです。 

 ところが、私が関わっている静岡県も防災先進県としてやってきて、東海地震対策費だ

けで３１年間で２兆円余り使ったと自慢していますが、津波避難施設を１，２００箇所指

定してあるというから、「明日、現地を見に行く」と言ったわけです。そしたら県の幹部

が何と言ったと思いますか。「急に言われても…」と。だから私は言いました。「災害は
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急に来るんだよ」。自衛隊と比べると、そういう時間差があるのです。 

 だから、きれいごとを並べた公式の報告書はいろいろあるけれど、東日本大震災でも、

宮城県庁だって自衛隊出身の村井知事がいてちゃんと動いたけれど、やはり県庁として機

能するには３日ぐらい時間差がありました。岩手県庁もそうなのです。あそこも自衛隊出

身の越野さんという大変優秀な人が危機管理監でいて、この春から岩手大学の教授に行き

ましたが、彼が日頃から自衛隊との関係を構築していました。被害のない盛岡市にある県

庁が、大震災が起きたあとも９時から５時までという平時の勤務体制でいたわけです。機

能しない。だから越野さんは、県庁の１２階の１フロアを空けて、青森市に所在する第９

師団司令部を入れた。そこから動き始めたのです。 

 自衛隊の側も、生い立ちが有事型の組織だから、そういうふうに動ける、という自覚が

ないかもしれません。おそらく、考えたことも少ないでしょう。しかし、我々は普通の行

政が平時型の組織として時間差を生んでいるという比較の中で、考えなければいけないの

だと思います。 

 意外かもしれませんが、日本の組織の中で国際水準に近いというのは、自衛隊だけなの

です。もちろん、ここには自衛隊の関係者がいっぱいいるから、悪口を言うと殴られるの

ではないかという話ではないです。いやでも自衛隊は国際水準に近くなるのです。だっ

て、国際水準に近くなければ、日米共同訓練に耐えられないでしょう。アメリカに相手に

してもらえない。いやでも、そのレベルになるのです。 

 私は、海上保安庁、警察、消防でも委員などをやっています。これらの組織は、第一線

はそれなりのレベルで一生懸命やっているけれど、組織として国際水準から見たら、ほど

遠いレベルです。親善・交流はしているけれど、他流試合をする機会がないからです。国

際水準に達するかどうかは、他流試合に耐えることができているかどうかでもあるわけで

す。 

 そこで、日本はなぜ、中国の船に振り回されるのか、北朝鮮に振り回されるのかとい

う、一番根本のところをお話したいと思います。レジュメの（１）「日米同盟に無知な日

本人：自分の姿を客観視できない国民性、だから世界で戦えない」。日米同盟、この間

も、我が友、石破さんが聴衆のレベルに合わせたのだと思いますが、「アメリカに基地を

提供している代わりに守ってもらっているという体制から抜けなくてはいけない」と、良

いことを言うのです。自分の国を自分で守るというのは、当たり前ではないかということ

です。 

 その前、去年は外務大臣から電話がかかってきました。民主党の玄葉光一郎さん。それ

で、同じことをおっしゃいました。あれは両方とも、役人の書いた文章を読んでいるに違

いないと思いました。彼らだけではないけれど、私は会う人ごとに聞くのです。「提供し

ている基地の中身を言いたまえ」。今まで答えられた政治家、官僚、学者、マスコミはゼ

ロです。基地の中身も知らないで「基地を提供している」と口にしている。 

 基地というと、兵隊がいて、飛行機があって、船があってと思っているでしょう。それ

は、基地の３つある機能のうちの１つにすぎないのです。あと２つのことをきちんと押さ

え、どのレベルにあるかというのをちゃんと押さえなかったら、何も語れないのです。例

えば、巨大な軍事力を動かすことができなければ国を守れないけれども、それを動かすた
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めには燃料も必要だし、弾薬も必要です。飯も食えば、尾籠な話だけど、排泄もします。

その処理もしなければならないのです。これがロジスティクスです。補給、兵站。もう１

つの機能は、情報、インテリジェンス。この３つが揃っていなかったら軍事組織は戦えま

せん。 

 日本が提供している基地は、結論から言うと、アメリカ本国のレベルに近いのです。そ

れは、税金の使い途からはっきりしているし、別に秘密の資料にあるわけではなくて、

こっちが質問したらアメリカが答えてくれるレベルのデータなのに、昭和５９年に私が正

式に調査するまで、防衛庁（当時）、自衛隊、外務省は調べたこともなくて、アメリカに

守っていただいているのだから、アメリカに逆らったら安保（日米安全保障条約）を切ら

れると、ただひたすら思い込んできた、この非科学的国民性。今日のテーマは、安全保障

と科学技術ですから、あえて科学という言葉を使いますが、それでは全然、だめなので

す。私は、アメリカとがんがんやって、負けたことがないのです。日本が安保を切ると、

アメリカは世界のリーダーでいられない、それぐらい日本の存在は重いのです。それを税

金の使い途から知らなかったらだめなのです。以前、防衛省からアメリカの日本大使館に

出ていた１等書記官が私の横でずっと記録をとっていたから、彼が書いた公電を見たらわ

かります。それを具体的に今からお話します。 

 会社に例えると、アメリカが本社だとすると、日本も本社機能なのです。他の同盟国は

支店か営業所です。それを事実とデータで押さえておかないといけないのに、日本人が全

然知らないから、アメリカは足下を見ていろいろ言ってくるわけです。自分の国益を前提

に動くから、アメリカが悪いわけではなくて、当たり前なのです。それをわからないとい

けない。 

 だから、尖閣諸島の話にしても、去年もアメリカの国防長官のパネッタさんが北京に

行って言ったでしょう。「領有権については日中双方で話をしてください。しかし、尖閣

諸島といえども、アメリカの国益ですからね」。外交的な丁寧な言葉遣いです。私の言葉

に翻訳しますと、「尖閣に手だしてみいや、いてまうぞ、おまえ」という話なのです。な

ぜ、アメリカがそういうことを言うのか。今年６月に米中首脳会談をカリフォルニアで３

日間やりました。でも、あの時の話が出てきているでしょう。あの時ついていた人が言っ

ていました。尖閣諸島の話を習近平（しゅうきんぺい）国家主席がごちゃごちゃ言ってい

たら、「もういいだろう」とオバマ大統領が遮りました。そして言った。「中国は、アメ

リカと日本が特別な関係にあることを理解すべきだ」、それで終わりです。日米は深い仲

なのです。 

 だから、アメリカはソ連に対しても、中国に対しても、北朝鮮に対しても、「日本列島

に対する攻撃はアメリカ本土に対する攻撃と見なす」と言ってきました。それは、本社機

能が置かれており、他の国は日本列島の代わりをすることができないからなのです。その

話を具体的にしましょう。 

 日本列島には、米軍基地は何か所あるのですか。納税者の皆さん、防衛白書にも出てい

ます。防衛ハンドブックにも書いてありますよ。いま８４箇所です。日米共同使用施設を

含めると１３４箇所の米軍基地が日本列島にのっています。これに支えられて、アメリカ

軍はアフリカ大陸の喜望峰までの範囲で行動します。「ハワイから西」という言い方をア

- 9 -



メリカはします。西経１６０度がハワイ、東経１７度がアフリカ大陸の南の端の喜望峰。

インド洋のすべてと太平洋の３分の２の海と沿岸で行動する米軍は日本が支えているので

す。 

 そして、この米軍を日本以外の国が支えられないという点が重要なのです。この地球の

半分の範囲に集まってくる米軍は、場合によっては巨大な規模になります。世界の最先端

を行くハイテク兵器で固めています。これを支えられる国の条件というのは、考えたらわ

かるでしょう。国力でアメリカに近くなかったら無理です。しかも、工業力、技術力、資

金力、三拍子揃っていなかったら無理なのです。韓国、無理。台湾、無理。シンガポー

ル、無理。 

 日本が安保を切ったら、この地球の半分の範囲で行動する米軍を支える能力の８０％が

失われて回復しません。そうなってしまったら、アメリカの言うことを、ロシアも中国も

北朝鮮も聞かなくなります。アメリカは世界のリーダーの座から滑り落ちるのです。だか

ら、アメリカは、普天間飛行場の移設も辛抱強く待っているではないですか。１９９６年

４月に返還合意して、日本側のコートにボールがもう１００個ぐらいたまっているのに、

打ち返さないのですから、日本は。それでもアメリカは我慢しています。日本で反米感情

が生まれ、それが高まらないようにものすごく慎重に動いているという話なのです。それ

を、中国も北朝鮮もわかって、日本と向き合っているというところを、僕らはちゃんと知

らなければだめなのです。 

 さっきのロジスティクスの話をしましょうか。例えば燃料。私が調べた時で言います

と、アメリカは戦略的に使う燃料の貯蔵施設を、海軍が日本の３箇所に置いていました。

１つが横浜の鶴見。いまは横浜市内の施設をちょっと返還したりしていますが、当時、ア

メリカ本国を含めて全体で２番目の大きさ、５７０万バーレル。それから長崎県の佐世

保。米軍第３位、５３０万バーレル。青森県の八戸。これは三沢基地で使う飛行機の燃料

７万バーレル、あわせて１，１０７万バーレル。これはどのぐらいかというと、海上自衛

隊が使うとしたら２年もつ量です。ちゃんと資料に書いてあります。「国防総省最大のオ

イルターミナル」と。これは、本社そのものではないですか。弾薬庫もそうです。日本に

は軍事少年がいっぱいいて、大砲とかミサイルが好きみたいだけれど、陸・海・空軍、海

兵隊は、大砲の弾、ミサイル、爆弾などを、いろいろな場所の弾薬庫に入れています。象

徴的なのは、広島県内にある陸軍の弾薬庫でしょう。被爆地広島に３箇所、米軍の巨大な

弾薬庫があるのです。江田島市の秋月弾薬庫、東広島市の川上弾薬庫、そして呉市の広弾

薬庫。あわせて弾薬の貯蔵能力はどれくらいか。１１万９，０００トン。どのぐらいの量

かというと、陸・海・空自衛隊が持っている弾薬を全部集めても１１万６，０００トンに

すぎないから、これがすべて入ってしまうのです。これは国家機密をばらしているわけで

はないのです。国会で防衛省が１１万６，０００トンしかありませんと答弁しているので

すから。長崎県の佐世保にある海軍と海兵隊の弾薬庫は、さっき言った喜望峰までの範囲

で最大の陸上弾薬庫と書いてあります。日本人は字を読めないのか。辞書を引けば読める

でしょう。アメリカにとってどれぐらい重要かということをわかった上で、我々は日米同

盟を維持しなければならないのです。 

 そして、自衛隊は、高い能力は持っているし、隊員の質も良いけれども、自立できない
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構造の軍事力であるということをちゃんと押さえないと、変な議論をしてしまうわけで

す。敵基地攻撃能力とか、集団的自衛権とか、どれをとっても日本の議論は一般論を前提

にしているから破綻してしまうのです。それを、私ごときが安倍首相に言わなくてはいけ

ないのは困ります。 

 自衛隊は、世界のトップレベルへ行く能力は２つだけです。海上自衛隊の潜水艦に対す

る能力は一貫して世界で２番目です。航空自衛隊の空の脅威から日本列島を守る能力は、

世界で３番目から４番目。その現状から、考えればわかるでしょう。高性能な兵器を使わ

なければならないからです。値段が高く、数も揃えなければいけないから、防衛費をそこ

に使わなければいけません。そして、陸上自衛隊は、やりくりしながらかなり高いレベル

に能力を維持しています。でも、防衛力全体で見ると、最初からあきらめなければいけな

いところもいっぱいあるということです。 

 戦後、再軍備する時に、ドイツと日本は自立した構造の軍事力を持たせたら、国力が回

復したときに危ないとアメリカは考えました。そういうふうに考えるのは当たり前です。

アメリカが賢いだけです。だから、自立できません。今の構造のまま、１００倍の防衛費

を使って良いといっても、海を渡って外国で戦って、たとえば北朝鮮の平壌を占領するな

どということはできないのです。構造がそうである限りできない。その欠けている部分を

アメリカとの同盟関係で補っているという話なのです。日本の防衛力が２本柱だというこ

とをわからずに、自国の軍隊だけの１本の柱で防衛力を語れるかのごとき錯覚の中にいる

日本人は、この分野がいかに苦手な国民かということがよくわかるわけです。 

 そういう中で、中国の話もしていかなければならないのですが、レジュメの２番、「尖

閣諸島問題の解決なしに、北方領土、竹島問題の進展はない」。しかし、とにかく尖閣諸

島をちゃんと押さえきるということができなかったら、日本は国家としての値打ちを問わ

れるということなのです。 

 関西経済連合会、関西経済同友会の方がここにいらっしゃると思うのですが、「小川さ

ん、あの領海侵犯を繰り返している中国の軍艦は何とかならないのですか」と、よく経済

人に言われるのです。それで、私は意地が悪いから、言うわけです。「軍艦がどこにいる

のですか。白く塗った軍艦なんて、世界広しといえどもどこにもありません」「あれ軍艦

じゃないのですか」。そのレベルの話から、始まるのです。 

 軍艦は、海の色とか、空の色に紛れるように基本的にグレーです。中国の高速ミサイル

艇などは、波しぶきにまで紛れようとして、波しぶきの模様の迷彩塗装をしています。白

く塗っている船は、海上保安庁の巡視船も含めて、目立つことに意味と目的があるから白

く塗っているのです。海上保安庁の巡視船が行って、白いのが遠くから見えたら、やはり

悪いことをしようという奴はちょっとためらいます。平たく言えば、防犯効果です。そう

いう目的です。 

 あそこで領海侵犯を繰り返しているのは白い船でしょう。しかも、非武装です。中国は

６月、海に関する組織が海軍以外に５つあったのを、１つだけ除いて４つをまとめて「海

警局」としました。その「海警」と塗った船が昨日４隻、接続水域を航行しました。領海

の外２２ｋｍの範囲内は、接続水域と呼びます。そして、今日、こっちに来る新幹線の中

から海上保安庁にメールで、「昨日来たやつは武装していたかどうか教えてほしい。今か
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ら防衛省のフォーラムで講演しないといけないから」。そう言ったら、ちゃんと４隻の船

の番号も来ました。でも、武装はしていませんでした。いわゆる固定武装、機関砲などを

積んでいるものはない。もともと、「海監（かいかん）」と「漁政（ぎょせい）」という

のが来ていたでしょう。「海監」というのは、国家海洋局という日本の国土交通省にあた

る役所の海洋監視船です。それから、「漁政」というのは、農業部といって、日本の農林

水産省にあたる役所の漁業監視船です。これらの非武装の船を入れてきていました。もと

もとの日本の海上保安庁にあたる武装した巡視船を持っている「海警（かいけい）」とい

うものがありました。これともう１つ、「海関（かいかん）」、税関関係を担当する役

所、この４つを集めて、「海警局」としたのです。そして、昨日「海警」という船が４隻

来ました。だから、武装した「海警」が来たのかどうかを海上保安庁に教えてもらったわ

けです。武装はしていませんでした。中国側もずっと、非武装で主張を繰り返すというこ

とは言っています。そこのところをちゃんと押さえないといけないのです。もともとの

「海警」の武装した巡視船は、尖閣周辺に来たことは１回もありません。それをちゃんと

押さえなければいけません。 

 彼らは何を狙って領海侵犯を繰り返しているのでしょうか。目的はいっぱいあります。

日本に対して、自分のところの海だということを言うこと。それから、世界に向けて、自

分のところの海ですということをアピールすること。領海侵犯を繰り返せばニュースで流

れますから。そして、とにかく日本の反応もそのことによってわかります。もっと大事な

のは、自分の国の中のナショナリズムが弱腰批判するでしょう。日本に対して腰抜けかと

か言われるから、それに対して日本のマスコミ報道を通じて、ちゃんとやっているという

ことを見せているわけです。ただ、そこのところで日本が見なければいけないのは、彼ら

は一線を越えていないということです。一線を越えていないというのは、アメリカの逆鱗

に触れるところには来ていないということです。さっき申し上げたように、アメリカは、

尖閣諸島は国益であるということをはっきり繰り返し言っているわけです。逆鱗に触れる

ところまでは来ていないということです。しかし、だから安心していいという話ではない

のですが、そこのところをちゃんと理解しないと、白い船が領海侵犯しているのを軍艦だ

と思ってしまっている国民だったら、外交も、国防も何もない。その辺が問われるので

す。 

 先週１８日にも、今の北村海上保安庁長官と、今は海上保安監で、今度８月１日付で海

上保安庁の制服組から初めての海上保安庁長官になられる佐藤さんの２人に話をしてくれ

と太田国土交通大臣に言われて、話をしました。やはり海上保安庁だけでなんとかなる話

ではないということをちゃんと整理をして、総理官邸でオールジャパンとして対処しない

とだめだろうという話をしたわけです。でも、中国の海洋管理組織について、我々はこれ

まで知ってきたのでしょうか。軍艦だとか言っているわけですから。海軍以外に海洋管理

組織が５つあって、それが「五龍」と呼ばれ、手柄争いをしてきたのを、５つのうち４つ

をまとめて「海警局」にしたという話です。日本の海上保安庁に近い組織にしたいという

のが中国側の狙いで、ある意味で合理化なのです。ただ、同時に我々がそこで押さえなけ

ればいけないのは、日米同盟については、日本国民よりは中国側の方がよく理解してい

て、逆鱗に触れないところで動いているという話なのです。 
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 では、中国の海軍はどういうことをやっているのでしょうか。１月にはレーダー照射事

件というのがありました。５月には潜水艦が接続水域を３回も潜っていました。ここだけ

見ると、「けんかを売るのか」という話です。でも、全体の流れの中でああいう事件を

ちゃんと読むことができなければ、外交はできません。しかも、中国の軍がどういう姿勢

で来ているのか、あるいはどういう組織なのかを知らないと、自分の所の組織と同じだと

思ったらだめなのです。そういったところをお話しましょう。 

 まず、意外かもしれませんが、中国の軍は抑制的です。一貫して正面に出たくないわけ

です。それには理由があるのです。中国経済と中国の軍部は非常に密接不可分の関係にあ

ります。これは汚職とかそういう話ではないのです。１つの文化であり、現状なのです。

そこを押さえないとだめなのです。彼らは、尖閣諸島周辺で小競り合いでも起きたら、世

界の資本が中国から退いていってしまうのを、やばいとずっと思っているわけです。これ

は、天安門事件の教訓ということなのです。我々は、天安門事件は、天安門広場で戦車の

前に立ちふさがった人が轢き殺されたのかどうかぐらいにしか関心がないではないです

か。私はあの時、上海の復旦大学に教えに行っていました。復旦大学というのは、日本で

いうと京都大学です。それで、民主化運動の連中、軍の連中、共産党の連中といろいろ話

をしました。でも、共通して彼らが危機感を抱いていたのは、世界の資本がどんどん中国

から退いていってしまうということだったのです。だから、今でも中国共産党あるいは中

国政府は、機会がある度にちゃんと２つの会社の名前を挙げて感謝しています。１つは、

ドイツのフォルクスワーゲン。これは上海でサンタナという乗用車を作っていました。そ

してもう１つが、パナソニック。この２社が天安門事件の後に中国から退かなかったので

す。だから他の国の資本が戻って来てくれたのです。中国の発展は、だからこそ実現した

のだとはっきり言うのですから。 

 そして、軍と経済の関係というのは、日本的なところからはわかりにくいことです。例

えば、航空母艦「遼寧」というのがテストをやっているでしょう。ウクライナから安く叩

いて買ったオンボロ空母。去年、大連で９月２７日に就役させた「ワリャーグ」と呼ばれ

ていた船です。２００１年４月から、自衛隊の制服組と中国人民解放軍が参加しているト

ラック２という準公式の専門家協議をやってきたのですが、本音ベースの準公式の専門家

協議ですから、かなり本音を言います。一昨年も３日くらい北京で一緒にいろいろやって

いて、「あの空母はどうするのか」という話をしました。まず、建前を言うわけです。

「海軍があれをテスト用に使って、将来は航空母艦の部隊を持ちたいのです」。本音を言

うよう促し続けたら、宴会での酔いも手伝って、「あれで国営企業に仕事を発注しない

と、国営企業が回らないのです。国営企業の仕事が回らないと、国営企業と深い関わりの

ある海軍の提督の財布が軽くなるのです」と言いました。そういう世界です。軍のトップ

の横に副官、制服を着た秘書官が立っているわけですが、陸軍少佐くらい、３０代前半で

すね。自衛隊でいうと３等陸佐です。土日が日程に入っているものだから、「おい、プラ

イベートで飯食おう」と言うと、やはり来るわけです。それで、私服で来て、アメリカ帰

りの友達の弁護士を連れてきて、「小川先生、ビジネスの話をしましょう」と言うわけで

す。「お前は、相手を見る目がない。俺とビジネスの話をしてどうするのだ」という話で

すが。そこで、やはり日本と違う文化なのだと思わざるを得ないわけです。３０代前半の
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陸軍少佐が、１人だけではなく、他にも、日本円にしたら２，０００万円を下らないよう

な外車のスポーツカーに乗って来るわけです。自衛隊の３佐がそんなものに乗って八尾駐

屯地にやって来たら、門前払いです。しかし中国には、偉い奴の横にいるだけでそれぐら

いのメリットがあるような文化があるのです。彼らは意外とその辺は敏感なのです。だか

ら、軍は抑制的なのです。 

 今回は、日本の出方を見ながら、安倍首相が石垣島まで行ったとか、いろいろあるもの

だから、中国の早期警戒機Ｙ－８という、「かものはし」を歪めたようなやつを飛ばして

いましたが。今までだって、太平洋に出て行く人民解放軍の海軍演習部隊は、宮古水道の

真ん中を通っています。宮古水道というのは、沖縄本島と宮古島の間の海域ですが、幅が

３５０ｋｍあるのです。狭い海峡を通っているわけではないのですから、それで良いので

す。しかし、帰りもそこを通ればいいのに、去年から今年にかけて２回、与那国島のとこ

ろの接続水域をかすめて行ったのです。尖閣諸島には来ないのですが、与那国のそばを通

りました。それは何かというと、国の中で弱腰批判があるからです。中国のナショナリズ

ムは反日教育の結果、日本に対してはかなりきついのです。ただ、もともとは、経済格差

が固定して、夢も希望もありません。でも、正面から共産党政権を批判したら捕まってし

まうから、愛国とか反日とか掲げるのです。その中に軍に対する批判もあるわけです。イ

ンターネットを見ていると面白いです。「軍の連中が着ている軍服はコスプレか」とか。

でも、そうした突き上げに対して時々答えなければいけないから、そういうことをやるわ

けです。ただ、基本的には一貫して軍は抑制的です。 

 その軍が、１月と５月に、ちょっと違う動きをしました。そこだけを見ると、本当にか

なり危険な感じがするのです。１月１９日、２８ｋｍ離れて監視しあっている海上自衛隊

の護衛艦から飛んだＳＨ－６０哨戒ヘリコプターに対して、向こうのフリゲート艦がレー

ダーを照射しました。それで、海上自衛隊側は接近せよということで、それで３ｋｍまで

接近したら、今度は直に護衛艦に向けてレーダーを照射してきました。レーダーを照射す

るというのはどういう話かわかりますか。軍艦は、レーダーを基本的に３種類積んでいま

す。１つは対水上レーダー、船を見るものです。それから、船によっては、対空レー

ダー、飛行機を見張るもの。そして、火器管制レーダー。火器というのは武器です、兵

器。これの狙いをつけるためのレーダー。この火器管制レーダーを目標に照射して、そこ

で得られたデータで発射するという話です。だから、これを照射するというのは敵対行為

です。模擬攻撃という言葉があります。これは場合によっては撃ち返されることもあるか

ら、ロシア海軍と海上自衛隊は２０年前に模擬攻撃はだめだという覚書を交わしているの

です。だが、中国とは交わしていませんでした。大阪のテレビを見ていると面白いです。

いろいろコメンテーターが出てきて、「中国海軍は国際ルールを知らないからあんなこと

をやるんだ」とか、「現場の若い兵隊が暴走したのだ」とか言うわけです。違うのです。

中国の軍隊、あるいは旧ソ連の軍隊を知っていたらそんな話にならないのです。中国の部

隊には指揮官が２人いるのです。これは、防衛研究所が去年出した中国の軍事力に関する

報告書にもちゃんと書いてあります。軍事パレードに出てくる、陸軍だったら中隊以上の

部隊は、指揮官が２人先頭を歩いています。１人は正規の指揮官で、もう１人は政治将校

です。政治将校がサインしないと、作戦行動ができないのです。軍艦もそうです。中国人
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民解放軍というのは、国の軍隊ではありませんから。中国共産党の軍隊なのです。共産党

に牙を剥かないように、政治将校が配置されてコントロールしているのです。だから私は

中国の陸軍少将に、「あのフリゲート艦の艦長と政治将校、どっちとも処罰されたのでは

ないか。あんな事を勝手にやったら」と聞いたら、「そんなことありません」と言うか

ら、「では、中央軍事委員会の承認のもとに、国を挙げてやったということか」と言う

と、にやにや笑っていました。その通りなのです。そんな危険なことをと言うのは、日本

人がそういうことに慣れていないからです。彼らは、海上自衛隊に対して、あるいはアメ

リカ海軍に対して、ある種の信頼感があるのです。情報を把握するために常に全体を見渡

しているから、１回、２回レーダーを照射しても反撃してこないということをわかってい

るのです。本気でやったらやられるということもわかっていますけれども。これも、結論

的に言うと、国内に言い訳をするため、言い訳しなければいけない理由があるからです。

日本のマスコミが報道して、私もあの時テレビに出て、５０万円ぐらいコメント料を稼ぎ

ました。大騒ぎするとその日のうちに中国に伝わるから、日本のマスコミを利用して国民

に言い訳をしているのです。 

 ５月に３回、潜水艦が接続水域を潜っていました。これもそうなのです。接続水域を

潜っている分には、別に問題ないのです。領海の下を潜っていたらアウトですが。普通

は、潜水艦に対する戦い、ＡＳＷ（Ａｎｔｉ－Ｓｕｂｍａｒｉｎｅ Ｗａｒｆａｒｅ）と

いうのは、全部把握した上で何も言わない、黙っているのです。でも、今回は、奄美大島

沖、久米島沖の２回について、小野寺防衛大臣が公表しました。それで、少し時間をおい

て、中国らしいという話になりました。３件目の南大東島沖では、日本側から模擬攻撃を

かけました。これは敢えて、「わかっているぞ。お前は死んだ」ということを向こうに伝

えたわけです。尖閣諸島周辺で領海侵犯を繰り返している上に、潜水艦にまで日本周辺で

潜没航行を許していたら、やはりまずいのです。 

 ＡＳＷ、潜水艦に対する戦いというのは、とにかく出港からずっとアメリカの人工衛星

が見ています。潜ったら、アメリカの潜水艦と軍艦、あるいは音響測定艦と哨戒機が追尾

を始めます。相手が出す音を収集する、あるいは行動のパターンをつかみます。掌の上に

のせるような状態でずっと行くわけです。しかし、今回は口に出して言いました。向こう

が名乗ろうと名乗るまいと、潜水艦には全部、こちら側が名前を付けています。潜水艦と

いうのは、固有の音紋があるわけです。人間の声紋や指紋が２人と同じものがないのと同

じように、同じタイプの潜水艦でも音が違うのです。水を切る音、それからスクリューの

回る音。スクリューの羽に小さな水の泡がびっしりとついているのが、１個１個弾けてい

くわけです。これをキャビテーションノイズと言います。それから原子力潜水艦で言う

と、冷却水の循環ポンプの音とか、混じると固有の音紋ができます。これをデータベース

化して３０年というのが、日米の海軍です。だから、久米島沖は中華３８号、奄美大島沖

は中華９号とか付けているわけです。南大東島沖では何をやったかというと、超音波をぶ

つけました。超音波をぶつけられるということは、跳ね返ってくるデータをコンピュータ

で処理をして、次は、例えば対潜水艦魚雷Ｍｋ－４６がＰ－３Ｃ哨戒機から落とされて、

次の瞬間には潜水艦は撃沈という話ですから。超音波をぶつけられるということは、アウ

トという話なのです。だから、その後は、彼らは行動を控えているのでしょう。 
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 ２００４年１１月には、宮古島と石垣島の間の石垣水道で、中国の原子力潜水艦が領海

侵犯をしました。海上自衛隊は護衛艦２隻と哨戒機２機で追尾して、あれを目標に攻撃す

る訓練を繰り返しました。たまたま私の自衛隊の同期生が、海上自衛隊の飛行機の部隊の

トップでした。航空集団司令官。高橋さんという、海将まで行きました。彼はＰ－３Ｃの

専門家ですから、「何回撃沈した」と聞きました。「数え切れない」と返ってきました。

とにかく、ソノブイという、平たく言うと、水中マイクロフォンのようなものを海中に落

として、普通はパッシブタイプのもので、音を聞きます。ただ、攻撃の時は、アクティブ

タイプを落として、そこから超音波を出してぶつけて、跳ね返ってくるのをとって、近く

を飛んでいる哨戒機からＭｋ－４６の魚雷を落として撃沈ということです。もう中国側は

懲りているわけです。あの時、中国側に「次は撃沈されると思え」と言ったら、これは共

産党の上層部に対するぐずり、つまり自分たちが持っている既得権益を削るスピードが速

すぎるからごねたのだということを説明していました。その後、そういうことがないよう

に通達が出たことを私は直に人民解放軍から聞いていますし、朝日新聞の船橋洋一さんと

いう主筆までいった記者は、別な情報源からとって通達が出たということを紙面に書いて

いました。 

 「こんなことをやっているけど、小川さん、やらせておいていいの」という日本国民の

疑問に対しては、「いや、全体の流れから見たら、違うのです」と言わざるを得ません。

潜水艦の話も、国内のナショナリズムの突き上げに対する言い訳だという話なのです。と

いうのは、去年の１２月からずっと出て来ている中国側のシグナルというのは、新たな中

国として日本との関係を作るというものだからです。これは、領有権を放棄するとか、そ

んな話ではありません。ずっと、尖閣諸島は自分のものだと言うでしょう。あるいは、領

海侵犯も繰り返すでしょう。しかし、習近平氏の中国としての仕切り直しは必要なので

す。お互いに引っ越しできない関係なのですから。だから、日中首脳会談にはまず行きた

いのです。日中首脳会談をやったら、お前ら弱腰ではないかと国内から揺さぶられるのは

かなわないから、軍に若干組織だった格好で行動をとらせているという位置付けなので

す。去年の１２月の段階から１つのシグナルが出始めましたが、とにかく、経済関係も、

外交関係も、軍事的な関係もそうですが、来年のこの行事はどうしようか、この計画はど

うしようかという話になると、重要なものについては、「４月になったら」という言葉が

出て来るようになりました。４月というのがキーワードだと分かります。日中関係をやっ

ている人にとっては常識です。４月というのは、その前の月の３月に中国の国家的なイベ

ントがあるからです。習近平氏が全権を掌握する予定だからです。４月になって、習近平

氏の中国が走り出すからです。３月にあるのは、全人代、全国人民代表大会、日本で言う

と国会です。ここで、習近平氏が全権を掌握します。３つ目の帽子をかぶり、国家主席に

なります。その前に、共産党総書記の帽子をかぶっているし、共産党中央軍事委員会主席

という軍の帽子もかぶっています。３つの帽子をかぶり、三冠王になります。習近平氏の

中国は、そこからです。 

 それを受けて、レーダー照射事件が起きた一方で、２月に軍からすごい発言が出ている

ではないですか。劉源（りゅうげん）という上将がいるのです。上将というのは大将のこ

とです。劉少奇（りゅうしょうき）という国家主席がいたけれども、彼の長男で、習近平
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氏の幼なじみです。日本とアメリカに対する最強硬派です。劉源上将が２月に国内の強硬

派に対して３回も言いました。「日本との戦争は中国の利益にならない。中国の発展は、

戦争と戦争の間に実現したものだ。それを忘れてはいけない」。つまりこれは、習近平氏

の承認のもとにやっているという話なのです。そういうことがあります。そしていろいろ

なシグナルが出てくるのです。 

 ２月２２日、私のフェイスブックにアッキー、つまり安倍晋三夫人が現れました。

「今、中国大使夫人の招待でランチ。高村自民党副総裁夫人も岸田外務大臣夫人も一緒。

国同士はいろいろありますが、夫人同士は和気あいあい」とコメントしてあったので、私

は「いいね！」を押しました。それから３日後にまたアッキーが現れて、中国大使館が主

催している国際的な女性に関する催しで、来賓あいさつを中国語を交えてやったら好評

だったと書いてあったので、また、「いいね！」を押しました。 

 ここだけ見ると、何だか懐柔策みたいですが、全体の流れの１コマなのです。そして、

習近平氏が国家主席になると同時に、外務大臣人事が発令される。王毅（おうき）氏が

なったでしょう。彼は知日派としては２人目の外務大臣です。日本に大使でいた時など、

パーティーで会うと、「小川さん、昨日のニュースステーションのコメント良かったで

す」と、こんなことを言うぐらいの人です。日本的な狭い見方をしますと、「王毅氏は知

日家であるがゆえに、日本から見ると手強い」ということになってしまいます。だから、

言わないといけない。「おいおい、ちょっと待て。そんな了見の狭いことでどうするの

か。中国はスーパーパワーだよ。世界を相手にしている国だから、中国の外務大臣が手強

くないわけないだろう」という話です。ただ、中国が日本を軽んじていないというのは、

王毅氏が外務大臣になったことでもわかるから、日本はそれをちゃんと使うことができな

かったらいけないだろうという話です。そういう流れの中で、初代の知日派の外務大臣の

唐家璇（とうかせん）氏が来て、安倍首相と会談する話が出たけれど、これは、３．１１

の記念行事で、台湾の代表を国の代表として扱ったということで、中国がその部分だけは

国内のナショナリズムの手前があるから抵抗しなければならないから延期になりました。

しかし、それは延期になったけれど、４月になったら海南島で福田元首相が習近平氏と

会っています。その次に、今度は麻生太郎さんが誰かと会うのではないかとなったけれど

も、これは延期になりました。麻生太郎さんは靖国神社に行きました。あの段階では、中

国側は閣僚の靖国神社参拝については、文句は言うけれど受け入れる感じでした。ただ、

麻生さんは、元総理、現副総理、次期総理を狙っている男。それはちょっとやばい。麻生

さんの訪中は延期になったけれども、やはり全体の流れは日中首脳会談に向けて動いてい

ます。 

 それだけでなく、昨日は早期警戒機を宮古水道の上で飛ばしましたが、スクランブルの

回数が去年の同期に比べると、３分の１ぐらいに減っているではないですか。中国側の動

きというのは、それらを全部同時に見ないといけないという話です。 

 ただ、そういう中で領海侵犯を許しているのは誰なのか。相手のことを言っていても、

それを阻止する力がなければだめなのです。日本は海洋国家としての戦略がないから、海

の権益を守ろうとする法律や体制がないに等しいのです。日本は領海と排他的経済水域を

含めると、世界で６番目の広さの海を持っています。同じ数え方をすると、中国は１５番
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目です。だったら、水産資源、エネルギー資源、鉱物資源があるのだから、テクノロジー

がどんどん高度になっていけば全部手に入るのだから、守りきる体制をとるというのが当

たり前の国のやり方です。それを日本はやっていないのです。総合海洋政策本部本部長・

安倍晋三と言っても、海の専門家はいっぱい集めているけれど、セキュリティの専門家は

ゼロです。海洋権益を守る発想がない。その中で領海法という法律があるのですが、もめ

ている国同士の間の海には全然有効性のない領海法を持っているというのだから、役に立

たないのです。外国の政府の船と軍艦が領海侵犯したら退去を求めることができる、しか

るべき措置を講じることができるというのですが、向こうは向こうで自分の海だというの

だから来るのです。もめている海で必要なのは、ベトナムが去年の６月に制定した海洋法

というのがあるのですが、最低限そういったものでしょう。ベトナムの海洋法は、国連海

洋法条約を遵守するけれども、ベトナムの領海に入ってくる外国の政府の船や軍艦は、事

前にベトナム政府の許可が必要だというものです。そして、世界に周知しました。中国は

文句を言うけれど、ベトナムの領海には来ません。世界がその法律のことを知っている。

その法律が良いか悪いかはともかく、皆が知っているのに、のこのこ入っていって撃沈さ

れたら「お前が悪い」と言われるに決まっているからです。それが当たり前の国がやるこ

となのです。 

 法律の不備を言い出したら、１００ぐらいあります。体制はどうかというと、私は海上

保安庁の委員もしているので、両方にずっと言っているのですが、現場はかなりレベルが

高いし協力的ですが、組織同士はまだまだです。海上自衛隊と海上保安庁は、できてから

５０年間、共同訓練をしたことがなかったのですから。１９９９年の秋まで共同訓練な

し。その中で象徴的なのは、同じ名前の船をいっぱい持ってきたことです。なだしお事件

の時に私がリストに挙げたら、４９組、９８隻が同じ名前でした。これは、自衛隊法違

反、海上保安庁法違反だと指摘して、石破さんが防衛庁長官の時に申し入れてもらって、

新しく造る船から名前が重ならないようにしようということになりました。海上保安庁が

３月に報告に来たけれども、やっと１５組３０隻まで減りましたという話です。機関砲の

弾も共通性はないし、インターオペラビリティ（相互運用性）という言葉も知らないので

す。こんな状態で、「領海侵犯されています。中国が悪い」などと言うのですが、普通に

やれば来られない、という話なのです。外交、安全保障、危機管理は、いかに日本が苦手

な分野かということがわかるでしょう。 

 そういう中で、とにかく尖閣諸島の問題というのは、歴史問題ではなくて、海洋法、国

際法の問題で押さえていかなければならないという話です。日本の外務省は国際法にあま

り強くないから、歴史問題で勝負しようとしました。日清戦争が終わるまで日本が押さえ

ていましたと言うと、向こうは日清戦争で盗まれたとか言って水かけ論になります。中国

が今度は明の時代にはとか言い出したでしょう。向こうは歴史が古いのだから、歴史の問

題は日本側でもちゃんと整理していくのは大事ですが、外交は国際法でするものです。 

 国際法的に言うと、１９５３年、昭和２８年の段階で、中国は尖閣諸島の領有権を放棄

したと見なされる行動をアメリカ政府に対してとっているのです。沖縄の人たちの自決権

をアメリカに要求するという外交的行動をとっています。それは、昭和２８年１月８日付

の人民日報に載っています。「琉球群島人民の反独占闘争は、日本人民の反独占闘争と一
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体である」。そう書いてあります。その中で琉球群島を定義しています。最初にちゃんと

尖閣諸島と書いてあります。琉球群島、奄美群島、ご丁寧に、鹿児島県の大隅諸島と書い

てあります。これは国際法的には尖閣諸島の領有権を放棄したとみなされる行動なので

す。国際法には「禁反言の法則」というのがある。「エストッペルの法理」とも言うそう

ですが、１回言ったことを自分の利益に照らして覆したらいけないということで、国際司

法裁判所の判例にもあるわけです。それをちゃんとやっていこうというのが安倍内閣なの

です。安倍内閣は、官房長官の下に官房副長官が３人いて、その下に、外務省、防衛省、

財務省の事務次官級の役人の副長官補というのが３人いるのですが、その中の外務省から

来ている人を１ヶ月半で替えたのです。その人は国連へ行きました。外務省で唯一と言っ

ていいぐらい、国際法に強い兼原さんという人を官房副長官補にもってきました。兼原さ

んの親分が、安倍さんの外交の知恵袋である谷内正太郎内閣官房参与。元外務事務次官で

す。谷内さんは、この３月、読売新聞のフォーラムで言っています。「国際法で言うと、

尖閣については日本は１００％勝てる。国際司法裁判所に行くべきだ」と。ようやく、国

際水準を満たすような外交をしようかという政権になりつつあるということです。我々の

苦手な分野ははっきりしているのですから、そこをちゃんと愚直に穴を塞いでいく、そう

いう政権を長続きさせる、それが我々の安全と繁栄に巡り巡って戻ってくるのです。そう

いうことを直視して、大阪の地から東京を動かしていかないといけないだろうという話な

のです。 

 今日は、技術の問題もしなければいけないのですが、時間がなくなってしまいました。

私は１９８５年に日本の国産の武器が欠陥兵器ばかりだというスタディーをした人間なの

です。今も経団連防衛生産委員会と一緒に仕事をすることもある。その辺の話はこれから

専門の先生方がやりますが、とにかく日本の場合は、防衛費の中の研究開発費の比率の問

題からして、どのぐらいあるのがいいのかという思想哲学に欠けるという問題がありまし

た。冷戦期には列国は国防費の１０％前後が研究開発費だったのに、当時だって日本は

１％だったのです。技術研究本部の規模からしても、スウェーデン政府の水中武器開発部

門の規模しかなかったのです。少ない研究開発費でやりくりする中で歪みも生じ、欠陥兵

器が生まれたわけです。でも、私は開発陣に対してはっきり言いました。例えば、今は退

役していますが国産のＦ－１という戦闘機がありました。それの問題を指摘したら、聞こ

えてくるわけです。「小川は防衛庁・自衛隊の身内なのに冷たい。あの予算規模でこれだ

けの飛行機を作ることができたことを褒めてくれればいいじゃないか」と言うから、「内

輪の議論に国家の大事を矮小化するな。国防に穴が開いているではないか。そういう話は

内輪だけでしておけ。ヨーロッパのジャギュアという飛行機の設計図をそのまま写したよ

うな飛行機を作っておいて何だ」という話をしました。それから、言ってこなくなりまし

た。 

 本当に思想哲学の部分から欠けているのです。だから、それぞれが一生懸命頑張ってい

るのはわかるけれど、正面から適正な在り方というのを、防衛費についても、研究開発費

についても議論し、国民に理解してもらいながら、日本の安全と繁栄をはかっていく、そ

こにいかないとだめなのです。 

 陸上自衛隊だって、今は１４万１千人しかいないけれども、日本の海岸線も海の広さと
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同じで世界で６番目に長いのです。ここで人命を守ろうとして、マンパワーを投入するの

は陸軍ですから。陸上幕僚監部は２５万人が必要と言っています。それを国民に訴えて、

２５万と言うと、２０万ぐらいにはなるでしょう。 

 日本というのは、外交と安全保障と危機管理だけが苦手だということをはっきりわかっ

ています。これだけですから、恵まれていると言ってよい。この苦手の部分の克服を、み

んなでやりましょう。今日は防衛省が作ってくれたせっかくの機会ですから、これを日本

の安全と平和と繁栄につなげていくために、今日は専門的な話を聞かないで帰らないでほ

しいと思います。ということで、お願いを申し上げまして、私の話を終えたいと思いま

す。どうもご静聴ありがとうございました。 

 

【司会】 

 先生、どうもありがとうございました。大変熱の入ったお話で、私どもも勉強になりま

した。もう一度、先生に拍手をお願いいたします。 

 それではここで休憩時間を設けます。第１部の開始は、１４時３５分です。約８分ござ

いますが、それまでの間、お手洗い、それからロビーの展示品の見学などよろしくお願い

いたします。 

 

（休憩） 

 

 １４時３５分になりました。これより関西総合防衛セミナーの第１部を始めさせていた

だきます。第１部には、財団法人ディフェンスリサーチセンター会長兼理事長で元防衛庁

技術研究本部技術開発官・陸将の上田愛彦先生を講師としてお迎えいたしました。ここ

で、上田先生の経歴を簡単にご紹介させていただきます。先生は、昭和３２年に防衛大学

校を第１期生としてご卒業後、東北大学大学院博士課程修了、在米国防衛駐在官、東北方

面通信群長、陸上幕僚監部開発課長、防衛大学校教授、陸上自衛隊通信学校長、技術研究

本部陸上担当技術開発官などの要職を歴任されました。本日は、「国際的な防衛装備・技

術動向の現状と将来見通し」について講演していただきます。それでは、上田先生、よろ

しくお願いいたします。 

 

【財団法人ディフェンスリサーチセンター会長兼理事長 上田 愛彦 氏】 

 どうも皆さん、こんにちは。過分なご紹介をいただきました。 

 防衛大学校の１期生ですが、８０歳になりました。私のところに、５３人の自衛隊を辞

めた人がいます。辞めたばかりの人は私と２０年以上違いますが、陸海空の自衛隊を全員

辞めておりますから、自分の意見を何でも言えるわけです。それが何をしているかといい

ますと、全員予備役だと言っています。予備役という制度が自衛隊にはありますから。違

う言葉で言いますと、後備役、後ろで備えると言います。年金をもらっているわけですか

ら、年金をもらって、ゴルフとマージャンだけでは生きていけないです。はっきり言って、

頭が空っぽになってしまいます。役に立つのであれば、辞めてから２０年間は何かできる

だろうと言って、５３人が今働いておりますが、給与は何ももらっていないわけです。年
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金だけでよくやっているとなるのですが、いろいろな所から研究の委託が来ます。規模は

小さいですが、２００万円とか、３００万円。それを１０個取っても２，０００万円ぐら

いで、やっと事務所を構える程度なのですが、それで最低限のことをやっているのがディ

フェンスリサーチセンターというところなのです。東京神田の神保町というところにあり

ます。小さな部屋なので５３人は入れませんが、常時５人とか１０人が来ていろいろな議

論をしています。自分たちが現職のときにできなかったことで、今ならできることがあり

ます。先ほど小川さんから大変良いお話をお聞きしまして、すべてその通りと言いたいの

ですが、昔はそういうことを言うと自衛隊を辞めなくてはいけませんでした。辞めてもい

いから言うかと思った時もあるのですが。小川さんもそういう思いでおっしゃったと思っ

ております。ありがとうございます。何をやっているかといいますと、もっぱら外国に

行っています。２１か国、行っていないのは北朝鮮だけです。中国も台湾も含めいろいろ

な国へ行って、１週間、土日に移動ですから間に５日間ありますので、午前と午後に１回

ずつやれば１０回議論できます。２１か国のいろいろな国へ行っておりますが、同盟国な

のでアメリカが多いです。それで日本はこうなっているのだ、困っているのはこういうこ

とだとか議論をします。それから反対の中国に行けば、どうなっているのだとか話を聞い

たりします。いろいろなことをやっております。ロシアにも行っています。そういうとこ

ろで感じたことを元にして、今日は、テクノロジーのお話ということで、皆さんのお手元

にレジュメが１枚ありますけれども、後で画像も出しますが、そういうお話をごく一部で

すが１時間くらいお話をして、いろいろと皆さんからまたご意見を賜ることができれば良

いと思っております。 

 いろいろな国に行きまして、先ほどの小川さんの続きなのですが、一体、日本はどう

なっているのだ、日本人はどうなってしまったのだ、防大１期というけれども、戦争もな

いのに皆死んでしまったのかと言われるのです。そんなことはないと言いますが。特に東

南アジア、インドネシア、マレーシアとか、シンガポールとか、そういうところで議論を

した時に、「日本人は本当は経済力もある。技術力もある。信頼性も高いと思っているの

になぜ中国にやられているのか」。早い話がそういうことになるのです。それで、私も本

当のことを言うと、小川さんと同じ考えなのですが、そんな所で言ってもしようがないの

で、「いや、昔ね、６０数年前ここに来て、いろいろなことがあったから、日本人は少し

遠慮しているのだ」と言うと、「なんでそんな馬鹿なことを考えているのだ。６０年経っ

て、誰もそんなこと思っていない。自分のおじいさんから、昔日本の軍隊が来たという話

は聞いたけれども、もっとしっかりやったらどうなのだ」。このように言うわけです。残

念な思いなのですが。その時に、「では、そういうことを外国からもっと言ってくれ」と

申しました。彼らは、太平洋戦争以前に外国に占領されていましたから。それをちゃんと

やってくれたのは日本人ではないか、その日本人が今は全然士気も上がらない、防衛のこ

とを考えているのかどうだかわからないというのは情けないということを言うのです。

「今日はそういうことを聞いて良かったけれども、もっと外国の立場からそういうことを

言ってくれないか」と申しますと、「１つだけ危ないことがある」と言います。何かとい

うと、「日本人は何をするかわからない。黙って大人しくしているけれども、怒りだした

ら大変なことばかりやっている」と言うのです。それはよく考えると、そういうことが多
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かったのです、今まで。「それを心配している。だから言いたくないのだ」と。そこに日

本人の信頼、あるいは、経済力、技術力などいろいろありますので、もっとしっかり防衛

をやったらどうなのということを言ってくれております。それで、驕り高ぶってはいけな

いわけなのですが、皆さんにお伝えして、それは日本人が自分でやらなくてはだめなので

す。アメリカだけに頼ってももちろんだめです。 

 今日は、後で技術研究本部の方々から本当の技術の話がたくさん出るのでしょうが、日

本にはいろいろな技術があるのです。生産力もあります。何より、日本人の信頼性という

か、礼儀正しさというか、それは、中国とは比較になりません。やはり、そういうことを

見ているのです、特に東南アジアの様々な国の人が。だから、それにどういうふうに応え

るというか、やっていくかというのがこれからの問題になるのでしょう。 

 我々も外国へ行って、国際的にそういうことを実感しているわけなのですが、防衛の説

明に誰も来ないということを言われますので、もう２２年間やっています。辞めてすぐ

ディフェンスリサーチセンターを創り、最初は１０人か２０人でした。今は５３人いるの

ですが、私が５人ずつ連れて外国へ行くのです。なぜ、５人かと申しますと、いろいろな

空港に着いても、もう今は迎えに来てくれません。今日は大阪だから迎えに来ていただい

たけれども、なにしろ、アメリカでもどこでも何十ｋｍと行くわけですから。そこですぐ

レンタカーを借りて、私がドライバーです。警察が来るかどうか１人後ろを見ていろ、１

人地図を見ていろ、１人は左と右、アメリカは運転する道路の側が反対ですから、すぐに

反対側に行ってしまいますが、そういうふうに話をしながら５人で行って、次々にいろい

ろなところで議論をしてということを今まで２２年間で１３１回行いました。それがいい

のかわかりませんが。今日も時間があれば大阪まで車で来ようかと思ったのです。時間が

ないので新幹線で来ましたが。このようにしていろいろな国に行き、いろいろな話を聞く

と、先の小川さんの話ではないけれども、日本はどういう位置にいるのか、日本はこれで

良いのか悪いのか、どういうふうに思っているのかがわかってきます。そういうことを

やって、防衛省なり、何なり、いろいろなことを申し上げています。 

 今までは国会問題になるからあまりやらないでくれということでしたが、それが、ここ

にきて、中国、北朝鮮から様々なことをやられて、日本の皆さんもそうでしょうけれども、

これで良いのかという状態になってきていますから、今日の技術も含めて、日本人は自分

で考えないとだめなのです。どこかに頼ってもまったくだめです。安倍総理はそういうこ

とをおやりになろうとしていると思っていますけれども、益々、これからそういうことが

発展することを希望しております。 

 今日は技術的なお話です。皆さんのお手元にレジュメが入っております。レジュメに

従って１時間ぐらいですけれども、お話していこうと思っております。 

 国際的な安全保障体制がどんどん変わってきております。先ほどの小川さんの話にもあ

りましたように、安全保障というものが総合的になってきました。だから、自衛隊だけで

はとてもではないが対応できませんし、それは戦闘力を持っていざという場合の備えなの

ですが、国家を挙げてやらなければ、国益は守れません。経済力、技術力、そして軍事力、

この順番通りではありませんけれども、外交力、そういうものがなければいけない時代に

なってきているのですが、ここに問題があります。さっきもお話に出ましたが、日本の社
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会は縦割りなのです。会社でもそういうことはあるでしょうし、防衛省にもそういうのが

ありますが、縦割りで横の関係が少なく、一緒にやるのが弱いわけです。横の連携、少し

ぐらい自分が犠牲になってもその一段上のことを考えるということが必要な時になってき

ています。 

 そこで安倍総理も、国家の安全保障会議、ナショナル・セキュリティ・カウンシル（Ｎ

ＳＣ）というもの、どこの国でもやり始めているし、アメリカみたいにずっとやっている

国もありますが、そういうものを作ろうと言って４、５年前にやってうまく行かなくなり

ましたが、今度はまた民主党の後に総理になっているわけですから、おやりになるだろう

と思います。 

 そこで国家の基本方針です。安全保障はどの省庁にも関係があります。全部関係があり

ます。関係がないというのは間違いで、戦後、関係がないというふうにしたのです。私が

昭和２８年に防衛大学校に入った時、当時の吉田総理が何回も来られて、「これから１０

年間の内に国軍を作るぞ、しっかりやってくれ」というふうに言われました。神奈川県の

久里浜というところでした。それで６０年経ってもまだ全然できないのはなぜか。いろい

ろありますが、誰が悪いとかそういうことではないのですが、１つは、縦割りだからだめ

なのです。どの国でも、それを国家として基本方針を出すというのが、ナショナル・セ

キュリティ・カウンシルです。そこで、国益、縦割りを排除するということをこれからど

ういうふうにやっていくかです。 

 それから、もう１つの特徴は、平時というものと戦時というものを分けてもあまり意味

がないということです。戦時というのは、戦争があって、宣戦布告してということになる

のでしょうが、今、宣戦布告をして、戦争をするというのはどの国でもありえないことで

す。いつの間にかおかしなことになってくるというのが事変です。満州事変、支那事変、

みんなそうです。だから、そういう時は、必ず軍事が背景になっています。日本はそこが

弱いわけですから、ずるずるとやられてしまうという危険性が今までにもあったわけです。

常時、いつも、戦争ということをどう解釈するかですが、中国との間で争いは今でも起

こっているわけです。経済問題でも起こっているわけです。だから、そういうものを総合

的に考えない限りは、何かあって自衛隊が出て行っても、日本国家全体ではありません。 

 ここに今日お集まりの皆さんはもちろんですけれども、会社の方もいらっしゃるし、防

衛産業の方もたくさんいらっしゃるのではないかと思います。私も防衛省にいた時、よく、

関西のいろいろな会社に来ております。そういう方の努力、あるいは、官側とお話をうま

くやっていくことによって、日本の国力、防衛力が大きくなってくると思っております。

そこにも、また、あまり大きな声では言えないけれども、いろいろな問題がないわけでは

ありません。誰が悪いとか、防衛省が悪いとかそういうことではないのです。調達する問

題、契約する問題、様々あります。言い出したらきりがありませんが、５３人の中にそう

いう研究グループも、５、６人おります。テクノロジーをやっているグループ、それから、

いろいろな国との戦略、そういうグループに分かれて研究をしているところなので、様々

な人が来ます。それから、今はサイバーですから、皆さんの会社もそうでしょうが、種々

訳のわからないものが入ってきて、うっかりそれを開けると大変なことになってしまいま

す。後ほどそういうことも申し上げます。我々はそういうところで頑張っているというこ
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となのですが、別に偉いわけではないのです。要するに、自衛官は５７歳か５８歳で定年

です。一番上にいったとしてもです。それから何もしないというのはだめです。そこまで

３０年４０年やってきたことを、もう１回活かす場があっても良いということです。だけ

ど私が号令をかけて、みんなやれというのは越権行為です。やりたい人がというのが今の

状態ですが、もう少しそこのところを考えると、もっと役に立つ方法がたくさんあるので

はないかと思っております。 

 それから２番目は、防衛の場の拡大についてです。それは、科学技術が発展してくると

いろいろな兵器ができ、いろいろな場が使えるようになるということです。特に今、問題

は宇宙とサイバーです。サイバーは情報戦のさらに延長ですが、そういうところが日本は

遅れています。なぜかというと、戦後、飛行機の研究をしてはいけない、原子力ももちろ

んいけない、それから、宇宙もさわってはいけないという時代が１０年ぐらい続きました。

だからその１０年の差は未だに相当遅れているのです。ＪＡＸＡ（ジャクサ）という宇宙

開発機関があるのですが、そこからも様々な人が来ます。遅れに遅れてしまい、今やっと

いろいろなことで部分的には追い付いてきていますが。戦後アメリカは、日本が必ず立ち

直って、また昔のドイツみたいにアメリカに対抗するのではないかということで、そうい

う研究開発をやってはいけないと抑えに抑えたのです。その１つが宇宙なのです。やって

いれば、今どきもっといろいろなことができたでしょう。やっていますが、相当遅れてい

るということを申し上げたいわけです。 

 防衛の場が宇宙空間というものに拡がってきたわけですが、皆さんは宇宙とはどういう

ものとお考えでしょうか。少しでも上に上がったら宇宙なのかというと、そうではありま

せん。１００ｋｍから上が宇宙だと言っている機関もありますが、軍事的にこれを見ます

と、人間が乗っている飛行機、ジェット機でも、そういうものは皆さんが外国に行く時に

は成層圏のところですから１１ｋｍぐらいを飛んでいるわけです。風の具合もいいし、

もっと上まで上がれますが、段々空気が薄くなってエンジンが動かなくなってしまいます。

そうすると最大上がっても大体３０ｋｍぐらいです。３０，０００ｍまでは今の飛行機で

一時的に上がることができます。そこから上は上がれません。さらに上のほうにあるのは

何かというと、人工衛星です。それが地球の周りをぐるぐる回っているわけです。もっと

低く下りれば、もっと地上の偵察が良くできるのではないかと思われるでしょうが、低く

下りてくると、今度は空気があるために摩擦で地球を１回か２回まわると焼けて落ちてし

まいます。その限度はどのくらいかというと、２５０ｋｍあるいは３００ｋｍぐらいです。

今まで私が見ていて一番下がったのは、ロシアの偵察衛星です。２５０ｋｍまで下がって、

しばらくしたら何かフィルムを落としてどこか消えてしまったというのがあります。そう

すると、上から来ると２５０ｋｍ、下から上がって行くと３０ｋｍ、その間が空いている

わけです。だから、たまたまそれを境にして上の方が宇宙、下の方が上空と呼ばれます。

そしてその間は、ロケットが通ることがあります。北朝鮮が発射する弾道ミサイルもそこ

を一時的に通過することがありますけれども、これが軍事的な意味での宇宙です。では、

上の方はどこまででしょうか。無限にありますけれども、軍事的に意味がある宇宙は、２

５０ｋｍから上、せいぜい１，０００ｋｍぐらいです。地球儀で見るとわかりますが、本

当に薄皮まんじゅうの薄いところが軍事的に意味があるので、そこから先のどこか、火星
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へ行くとか月に行くとかいうのは、科学の世界ですから別の意味になってきます。それが、

今、宇宙をどうするかということの範囲になってきます。ただし、赤道上３６，０００ｋ

ｍを東へ廻る同期衛星は、ある地点に静止しているようになるので軍事的に重要です。 

 それから、防衛の場の拡大で、目には見えませんけれども、インテリジェンス、情報と

いう平時からの攻防があります。情報といっても、最初のお話はインフォメーションです。

私のお話も今日はインフォメーションかもしれません。インテリジェンスというのは、防

衛なり何なり、大事なところでインフォメーション全部を詰めて外国には言わない、こう

いうものだということを皆で認識し、そして次のことに活かす。それがインテリジェンス

です。インテリジェンス、あるいは情報活動、さらにスパイだとか、そういうことをあま

りやると良くないのではないかと日本人は思っています。かつてそういうことでうまくい

かなくなった例もありますから。ところがこの世界は、言葉がどうであっても、どの国で

もそれなしには国家は生きていけないのです。どういうふうにやるかが問題です。あるい

は、自分のところの国民を苦しめるようなことは良くないですが、外国に対してどういう

インテリジェンスを入手し、どういうふうに自分がやるのだということを相当研究し、詰

めていなければ手も足も出ません。安倍さんは今、これから発表になる防衛計画の大綱に

もそういうことを盛り込もうとされていると思いますが、そういうインテリジェンスの世

界をもう１回良く見直してみなければいけないのです。唯々インテリジェンス、スパイは

良くない、離れていればいいというのは、やられてしまうだけなのです。中国と北朝鮮は、

日本人はそれでもって萎縮しているのだろうと思っているのですから、それはだめです。

ではどこまでやるかというのは、また考えなくてはいけないことですが。 

 それから、もう１つ大きな問題があります。それは今日ここにお集まりの皆さんも感じ

ていらっしゃるように、防衛装備等の生産です。防衛省で生産するものは今は何もないの

です。こういう考えでいきましょう、こういう物を作りましょうというのは考えますが、

昔のようにこの大阪城の下に造兵廠があるとか、今そういうものは自衛隊にはありません。

だから、全部相談をして、会社にやっていただくことになるわけです。そのやり方をどう

いうふうにやれば良いのか、そしてまたいくら使ってという、そこに調達とか契約の問題

が必ず出てきます。それは、誰が悪いということはまったくないのですが、会社が悪いわ

けでもない、防衛省が悪いわけでもないのですが、もう１００年ぐらい前の制度でやって

いるので、全部問題があるから入札にして一番安いやつでやれというと、一番悪いものし

かできないのです。それは考えればすぐわかることです。良く判断をしてちゃんとやれば

いいではないかというところの問題が非常に大きくなって、それを今検討しているグルー

プがうちに６人ほどいます。機会があればまたどういうところが悪いのかをお話しても良

いのですが。何十回も外国に行って、どういうふうにやっているのか、そういう時に日本

だけではなく、外国ももちろん問題がありますが、それをどう克服するのかというと、い

ろいろな手を考えて様々やっています。だけど日本の場合は、会計法とか明治の頃に作っ

たような法律がいろいろありまして、それに基づいてやらないと怒られてしまうのです。

現職の人がそれに背いてやればたちまち首になってしまいます。やはり我々みたいな辞め

た人間が、全然本業とは別にこういうことを考えなければだめなのではないかということ

で、会社の方を集めて、東京で何回も様々な研究会をやったりしております。関西の皆さ
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んもそういうことをお考えになっている方が多いと思うのですが、それも日本人が自分で

考えて直していかなくては誰も直してくれないのです。そういう問題があって、防衛の場

といっても、戦う場ではありませんけれども、いろいろなところに拡がってきているとい

うことを申し上げているわけです。 

 防衛装備、技術の現状が今日私に与えられたテーマですから、どんなことが問題なのか

というと、まず、人間が乗らずに無人化、自動化にしていこうということです。無人化と

いっても様々な無人化がありますから、これは本当に一例ではありますが。無人航空機、

ＵＡＶ（Ｕｎｍａｎｎｅｄ Ａｅｒｉａｌ Ｖｅｈｉｃｌｅ）と言いますが、アメリカの

分け方によれば無人機と称するものは５段階ぐらいに分かれます。これは大きい方で、上

から２番目ぐらいです。一番小さいものは虫みたいなものです。センサを積んでどこかそ

の辺の窓からヒューと一回り回って情報を伝送するけれども、その伝送距離は１００ｍぐ

らいですから、どこかに誰か居て、それを受けているわけです。日本は使っていませんけ

れども、そういう無人機もあります。それでもって秘密のところに入って来て情報を集め

てしまうのです。中くらいのものもあります。これはどういうものかというと、いろいろ

な機能を持っています。ご覧になるとわかるように、まず操縦席というのはないわけです

からすぐ無人機ということがわかります。これは相当多機能にできていまして、中隊とか

連隊レベルですが、第一線の指揮官にいろいろな情報を与えるのが任務です。この飛行機

は非常に広い範囲で行動できます。それから、大砲を撃ったとか、何をしたとか、目標を

捉える能力があります。もう１つは、アメリカが通信の中継にも使っています。また、も

し攻撃を受けたならば、へルファイヤーというミサイルがあり、ちょうど真ん中の辺りの

下に黒いものが見えていますが、これを３発持っています。だから、近寄ってきたらこの

無人機から、もちろん下から操作しているわけですが、攻撃することができるというもの

です。 

 次に、これは小さい方の無人機です。自衛隊もこういうものを使っております。重さが

２．５ｋｇで、行動範囲はたかだか１０ｋｍぐらいです。これを飛ばして、撃たれて落と

されればそのまま壊れてしまうか自爆するかです。そういうもので、行動範囲は１０ｋｍ

ぐらいですが、上空２００ｍぐらいのところで低く飛んで、相手がどこに隠れているかな

どを第一線で見抜く能力のある無人機です。これは下から２番目ぐらいです。日本もこう

いう無人機を作る能力は相当高いので、今、いろいろな会社で作っていると思います。皆

さんのところでもご関係のあるところがあると思います。 

 そういう無人化、自動化ですが、もう１つご紹介します。これは、戦車の上、左側に付

けられています。本当はあそこに射手がいて機関銃を撃つのですが、遠く離れて自動的に

撃つというものです。これはちょうど車両の上に付いていますが、これだけでロボット化

して敵の前まで持って行くということもできるわけです。ちょっと細かいところは見えま

せんが、あの上のところが自動的に撃って方向も変えるというものです。 

 次に、これは戦車なのですが、Ｍ１エイブラムスと言います。これはもう古いのですが、

アメリカはこれをどんどん、Ｍ１Ａ１、Ａ２、Ａ３というふうに改修して変えています。

日本の場合は１回作ったら変えるということがまったくありません。アメリカはこれを土

台にして次々に変えているのですが、重量が６０ｔぐらいありまして何しろ重たいわけで
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す。スピードもそんなに出るわけではありませんから、高速を出そうとすると問題があり

ます。では、戦車は全然要らないのではないかというと、そうではありません。日本も戦

車がなければ困ることがいっぱいあります。どの国でも、装輪、装軌の両方を装備してい

ます。戦車のスピードは、キャタピラを改良してもそんなに高速で走ることはできません。

せいぜい時速６０ｋｍぐらいで、車の一番下ぐらいです。それをもっと高速化するために

はどうしても車輪になってしまいます。あるいは半分車輪で、半分装軌もあります。だけ

ど、戦車というものが非常に大事なものであるということを認識していただきたいがため

にスライドに出しました。日本の戦車も三菱重工で作っておりまして、世界的に見れば相

当な評価を得ているところです。 

 今度は船です。船も双胴船になっておりまして高速で走るのですが、航行する船の速度

は何百ｋｍと出ませんから、せいぜい時速１００ｋｍまではいかないだろうと思いますが、

こういう形の船がアメリカで使われ始めています。 

 これは弾です。弾もいろいろありますが、これは大砲の大きい方の弾で、直径１５５ｍ

ｍですが、羽がいっぱい出ています。これは発射してから出てくるものです。後ろの方は

安定するための羽なのですが、前の方にちょっと色の変わった部分と４つの羽があり、こ

れが発射後に飛び出してきます。これは何をしているかというと、色の変わった部分がア

ンテナで、飛びながらＧＰＳの信号を受けます。そうすると、あらかじめ敵がどこにいて、

それがどういう座標であるかを覚えていますから、そこへ飛んで行くように、飛びながら

４つの羽で方向をほんの僅かですが変えて、命中精度を上げるという弾なのです。同時に、

射程も今までは３５ｋｍだったものが４０ｋｍぐらいのものが使われ始めていますから、

頭のいい弾と言った方がいいかもしれません。１５５ｍｍの大砲です。 

 何の話をしているかというと、今は高速化の話と、広い範囲にどう飛ぶかということを

お話しています。それから、もう１つはステルス化、あるいは情報化という問題がありま

す。ステルスという名前は聞かれているかと思いますが、隠すとか、秘密にするとか、そ

ういう意味です。例えば戦闘機がレーダーで探知されると、１００ｋｍ先ぐらいから来た

ということがわかります。ところがステルス化をしていくと、全くゼロにはなりませんが

探知する距離が１０ｋｍとかごく近くになり、対応が間に合わないということになります。

そこでなるべくレーダーの波を反射しないような工夫がなされるわけなのです。 

 次に、今日、技術研究本部の方からもっと詳しい説明があるかもしれませんけれども、

赤外線でものを見るというのがあります。兵士がいろいろメガネを付けている写真があり

ます。様々なものがありますが、まず、大きく分けて２つあります。夜、真っ暗闇のよう

に見えるけれども、星明かりとか、あるいはほんの僅かな明かりがあれば、それで照らさ

れた敵の戦車などの画像をもっと増強して、人間の目では見えないかもしれないけれども

見えるようにするというのが上の２つ、暗視装置です。兵士がこれを付けて夜見ると、あ

そこに隠れているということがわかります。そんなに距離は伸びません。１ｋｍも２ｋｍ

も先はなかなか見えにくいのですが、数百ｍ先は見えます。これを持っているのと持って

いないのとでは全然違います。真っ暗闇でどこに撃ったらいいのかわからないというのが、

ここだというふうにはっきりします。それから、下の方はちょっと違うのですが、星明か

りなどで照らされなくても、例えばこの部屋に暗幕を引いて真っ暗にして、何もなくても、
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ここに５００人の皆様がいるということがわかります。それぞれの皆さんの体から、赤外

線が出ているのです。波長で言うと１０ミクロンぐらいの長波長の赤外線です。その赤外

線でどなたがどこにいるかが見えるというものは熱線映像と呼ばれています。私が技術研

究本部にいた時に熱線映像の装置を作ったらものすごく大きくなってしまい、こんなもの

人間が持って行かれないという時代がありました。今から４０年ぐらい前です。それがど

んどん小さくなって下の写真ぐらい小さいものでできるようになってきました。これもま

た非常に大事なことで、当時は液体窒素で冷却したり、いろいろなことをやっていました

が、冷却しなくてもできるようになったのが現在の姿です。細かい話は後で技術研究本部

の方から出てくるのではないかと思います。これは小銃とか機関銃にそういうものを付け

て夜でも撃つというもので、日本もこの辺は非常に得意な分野です。 

 これは、センサだけをたくさん積んだ飛行機です。昔からあるのですが、ちょっと見る

とアンテナが２０個ぐらいついています。様々なセンサがあります。高い所を飛ぶのです

が、高い所から飛んで広く情報を集めるというのは大事なことで、地上とは全然違ってき

ます。お聞きになったこともあるかもしれませんが、インテリジェンスに関わることはイ

ンテリジェンスのｉｎｔが付きます。今内閣で言っているのはヒューミントです。ヒュー

ミントというのは、人間が集めて人間が判断して出すというインテリジェンスです。これ

をたくさんやらなくてはならないということです。その他にも、シギントまたはシグナ

ル・インテリジェンスがあります。内容が暗号化されていてわからないにしても、どうい

うシグナル、電波が出ているのか、どこから、どういう電波が、どのくらい出たかによっ

ていろいろなことがわかるのです。この飛行機はそういうこともやっています。それから

エリントというものがあって、エレクトロニクス・インテリジェンスです。これはどこか

らどういう波が出ているのか、レーダーの波を分析します。この飛行機はそういういろい

ろなインテリジェンスを集める飛行機で、機内でいろいろ分析し、情報を伝えています。

アンテナは見ただけでも随分たくさんありますが、この飛行機は古くから長く使われてい

ます。 

 次に、皆さんにお話しなくてはいけないのが情報化です。今は、ほとんどの装備が何が

しか情報化されています。今まで無線機というものについてどういう考え方がされていた

かというと、電波を受けて、指揮官の命令とかデータを受けたり送ったりするというもの

でした。今では無線機が小さくなり、実はそれ１つが電話でいえば交換局みたいなものな

のです。それをどこかに設置するということは、大きなシステムでいうと、単なる無線機

ではないのです。コンピューターですから、そこでいろいろなものを集めて分析したり、

あるいは、どこかが切れたらこっちに回れとか、そういうことをやる無線の基地なのです。

今、無線機というものが、小さくても無線の基地になろうとしています。 

 その時にいろいろな人間の機能を考えてみますと、視覚、聴覚、臭覚、味覚、触覚があ

ります。その他にもいろいろな知覚があり、第六感などもあるかもしれませんが、一番大

きいのはやはり視覚です。目で見る。情報量が一番多いのです。その次が聞くことですが、

聞くというのはあまり情報がありません。皆さんもインターネットなどをおやりになると

わかると思いますが、同じ面積に字で書いたものを判断するのと絵で見るのとでは、６０

０倍から１０００倍ぐらい違うのです。それは伝送することを考えると、それぐらいの
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チャンネルがないとできない、または時間がないとできないということになります。です

から、視覚、目で見るというのは非常に大きな情報量なのです。人間はそういうものを神

経で伝え、自分の身体の中で動かしているわけなのですが、この神経を伝わる速度が非常

に遅いのです。１秒間に３００ｍぐらいですから。しかし、人間の身体はせいぜい２ｍぐ

らいですからそんなに問題はありませんが、大きな動物がいます。アメリカのある博物館

へ行きましたら、ダイノザウルスという１０ｍぐらいのもの凄く大きい動物がなぜ死んで

しまったかについての展示がありました。ネズミに足を咬まれたということなのですが、

痛いと思って足か手を動かしてそれを払おうとした時にはネズミはどこかに行ってしまっ

ていて、それで結局は滅びたのだということが書いてありました。図体が大きすぎるとそ

ういう情報が伝わって行動するのにもの凄く時間がかかってしまうのです。それではだめ

なわけですが、人間はちょうど良い大きさかもしれません。しかしながら、そういうこと

を何百ｋｍ、何千ｋｍという広範囲に科学技術の力でどうやっていこうかというのが、情

報化の非常に大きな部分で、今、研究しているところです。 

 それから宇宙。宇宙の利用というのはいろいろあります。軍事だけを考えても、通信も

ありますし、いろいろなものがあります。まず、偵察です。宇宙から地球上を見るという

のは非常にたくさんの情報量があります。日本も赤外線カメラを含めて４個の衛星を持っ

ていますが、４個では足りないのです。２個が光学カメラです。２個が赤外線などですが、

それだけでは足りないので、地球を１周するのに５０分とか、１時間ぐらいかかります。

そうすると、その間に地球が回っていますから、高度は５００ｋｍぐらいですが、１周し

て東京の上を通って、次に１周して、また、東京の上に来たと思ったら、地球は回ってし

まっていますから、今度は北京ぐらいのところに行ってしまっているわけです。その時、

広く見ていれば良いですけれども、そんなに広く見ようとすると画質が粗くなってしまい

ます。ある範囲を細かく見ようとすると、もっとたくさんないと間に合いません。４個で

もあれば良い方で、それを今、内閣でどんどん入れ替えているわけです。そういう監視と

か、輸送とか、あるいはその衛星を攻撃するとか、妨害電波を出すなどは、今、中国あた

りがやっていることです。やっているけど、あまり大きな声で言っていないわけです。ア

メリカの報道によれば、妨害されたらしいとか、そういうことがたくさん起こってきてい

ます。その他民間との共通では、気象であるとか、ＧＰＳそのものもそうです。ＧＰＳは

２万ｋｍぐらいのところの衛星で２４個回っています。それから、静止衛星は高度３６，

０００ｋｍで赤道の周りを回っています。地球の回転と同じように回っているので、いつ

も大体同じところにいるという通信衛星です。それから、北朝鮮がどこから何を発射した

のかを見ている衛星もありますが、宇宙からものを見るということは非常に大事なことで、

これはこれからもどんどん増えてくると思います。アメリカはこれらを全部克明に見てい

ます。アメリカ、北米大陸の真ん中あたりにコロラド州があります。そこからちょっと西

の方に行くとロッキー山脈になります。そのロッキー山脈の入口にシャイアンという相当

大きな山がありまして、そこの中腹に穴を掘って２００人ぐらいの人が勤務しているので

す。なぜそこかというと、北米の防空司令部になっているわけです。カナダと一緒にやっ

ています。ずっと奥に入っていて、そこに原子爆弾が落ちても大丈夫なようになっている

場所なのですが、そこで全世界の衛星の情報を集約し、分析しているのです。しかし、そ
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こだけではだめなので、世界中に５、６箇所、そういう衛星を監視する所があり、そこか

ら通報が来ます。小さなものまで３，５００個ぐらい、２０ｃｍぐらいのものでも見える

と言っていましたが、隈なく監視しています。ですから、日本がどういうふうに衛星を打

ち上げてもそこでわかってしまいます。北朝鮮が打ち上げてもすぐにわかってしまうとい

うような所です。そこはカナダと一緒にやっているということで、私も２回ぐらい行った

のですが、説明してくれたのはカナダの大佐の方でした。軍事的に世界中の衛星の動きを

見ているという場所があるということです。 

 それから、将来の動向をお話しないといけないのですが、人間と機械という問題があり

ます。機械がどんどん発達してくると、人間はどうなるのか。人間の方が下になるとだめ

です。常に人間が機械をコントロールしなくてはだめです。細かいことはいろいろな機械、

センサにやってもらうにしても、自分が上に立たなければなりません。いつも、どういう

ふうになっているのか、どれとどれをつなぎ合わせてどういう情報なのかということは、

はるかに人間の方が上にいて考えていないと、いつの間にか機械に使われてしまう、そう

いうことになってきます。人間の知能をもっと置き換えられないかという研究も１０年ぐ

らい前からやっていましたが、それはどうもあまりうまくいっていません。そこは、常に

人間の方が上に居なくてはいけません。将来動向の１つは、人間と機械の関係です。そこ

にコンピューターというものが入ってきます。そのコンピューターがいろいろな悪いこと

にも使われます。サイバー戦です。そういう時にどう考えるのか。そういうことをよく考

えていないといけないということであります。 

 新しい技術、レーザー火力についてです。私もレーザーの研究をやっておりました。

レーザーが出たのは１９６０年です。そのレーザーで敵の飛行機を落とせないのかという

ことを、４０年ぐらい前の話ですみませんが、勉強しました。今でもできません。なぜそ

んなことを考えたのかというと、子供の時、昭和１６年１２月８日に太平洋戦争になりま

す。それで、真珠湾、ハワイを攻撃し、その時にアメリカは何とかして日本に仕返しをし

ようと思って、その翌年、昭和１７年４月１８日に東京を初空襲するのです。その時の騒

ぎようと言ったらないのです。それをちょっと申し上げて、そういうことはもっとひどく

起こるということを今言いたいのです。私が小学校３年生の時でした。その日は土曜日で

す。友達とぶらぶらと昼頃帰っていたら、頭の上を２機の飛行機がもの凄い低空で飛んで

行きました。すぐ手が届きそうなぐらい、２００ｍぐらいだったと思います。それで、子

供ですから、アメリカのマークが見えないのです。速度も速いですし。日本の飛行機だと

思って一生懸命手を振りました。一番前のガラスのところに機関銃を持って座っているの

が見えたのです。その直後、空が真っ黒になるほど高射砲だとか機関銃なんかを撃ち始め

て、これは大変なことだと思いました。昭和１７年４月１８日ですから、まだ始まってす

ぐです。何の演習かと思ったら、どんどん高射砲を撃った破片が落ちて来るわけです。そ

れに当たったら大変なのです。すぐに、縁の下でもどこでも隠れなくてはいけません。消

防自動車なんかがいっぱい周り始めて、敵の空襲があったという放送がありました。誰も

空襲なんて考えていませんでした。防空壕なんか誰も掘っていませんから隠れようがあり

ません。しようがないので縁の下に隠れました。日本はそういうものが来るとは思ってい

ませんでした。戦闘機が来るとすれば大体行って帰って１，０００ｋｍです。ですから、
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５００ｋｍぐらいの所に船を出して監視していました。ところが、それをアメリカは知っ

ていたわけなのです。１，０００ｋｍぐらい先にホーネットという航空母艦を出して、そ

れにＢ－２５という中型爆撃機を１８機積んでいました。しかもそれでは飛び立てないの

でカタパルトという蒸気で送り出すものを使用しました。発射したらその飛行機は戻れま

せんが、そういうもので１，０００ｋｍぐらいのところから飛ばしたのです。それがやっ

と銚子のあたりに来て、来たということで騒ぎになるのですが、その内の２機が、ちょう

ど私が帰る時、目の前を飛んで行ったのです。それと同時に高射砲とか機関銃をバンバン

撃ち始めました。そういう時は、後から来るといけないのでとにかく撃つのです。とにか

く発射しろということです。東京へ行って、爆弾を落として、また戻ってくるということ

で、１時間ぐらい隠れていたのですが何も来ませんでした。実際には中国へ飛んで行った

のです。それで向こうに着陸しているわけです。真珠湾でやられたものですから、何とか

して日本に仕返しをしなくてはいけない、士気が上がらないということでやっただけの話

ですが、日本の慌てようと言ったらなかったです。何にも用意していませんでした。防空

壕なんかまったく考えてもいませんでしたし、東京の一部に多少の被害があったのでしょ

うが、そう大した被害もなくて収まったのですけれども、ただ、空襲がありました。初空

襲です。それが、段々戦況が悪くなってくると、サイパン島を取られたとか、いろいろな

ことで毎日のようにＢ－２９が来るわけです。昭和１９年から２０年、毎晩です。ところ

が、千葉県の船橋というところは、そのうちやられると言われていたけれども、爆撃機は

みんな銚子の方から入ってきて、東京の方へ行きますから、昼間でも夜でもただ通るだけ

なのです。夜は割合低く飛んでいました。５，０００ｍぐらいです。そうすると、日本で

いう探照灯、サーチライト、これは今でも日本の技術はすばらしいのですが、その１ｍ以

上の大きな反射鏡で光を集めて敵の飛行機に当てるわけです。それで３つも４つもあちこ

ちから光が出てきて、確実にＢ－２９を捕らえているのです。その当時は子供でしたので、

操縦士は眩しくなって墜落するのではと思っていました。そんなことはないのですが。そ

の時に、もしその光で撃ち落とすことができれば凄いと子供心に思いました。戦後ずっと

後ですが、レーザーというのが出てきて、それで落とすことができないのかと技術研究本

部で研究をしておりました。相当な予算で１０人ぐらいの人で夜な夜なやりました。とこ

ろが、その時のレーザーは単純なものですから、そんなもので飛行機が落とせるわけがな

い、飛行機のセンサ部分ですら破壊することはできないということがわかりました。それ

でもそういうことをやっておりましたのは、サーチライトで照らされたＢ－２９、あれを

何とか落とす方法はないのかということが頭にあったのです。すると、防衛省でレーザー

で人を殺す研究をしているらしいという質問が国会で出ましたが、それでも研究は隠れて

やってきました。それが、アメリカでもやっているということがわかってきましたが、今

でもレーザーで飛行機を撃ち落とすことはできていないのです。できていませんが、その

考え方はあります。この写真もそうなのですが、この装甲車みたいな所からレーザーを発

射して、地上は空気層がありますからそんなに遠くまでは行きません、せいぜい１ｋｍか

２ｋｍなのですが、レーザーで相手のセンサを壊すことぐらいは今できています。その前

に、レーダーというものがあってマイクロウェーブを出していますから、そのマイクロ

ウェーブを強力にするとそれで何かできるのではないかという研究もありました。これも
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ネズミ１匹の殺傷能力は考えられるものの、大したことはできないのですが、こういう研

究が今でも行われているということです。アメリカもやっています。 

 これは想像図です。船に積みましてそこからレーザーを出していますが、この下にもっ

と大きな装置があって、そこからレーザーの光が来ているわけです。船には電源でもレー

ザーの材料になるいろいろなものでも、かなり積むことができますから、実現性が高いの

ではないかと思います。もし、実現するとすればですが。そういうレーザー兵器の研究所

が海軍にもあります。 

 これは実験装置なのですが、当時私がまだ１尉の頃に飛行機を落とせないかということ

で研究していたものが、ちょうどこれと似ています。アメリカの海軍もやっているという

ことで、同じようなことをやっているのだと思って持って来ました。大砲ではありません

が、そこからレーザーが発射されるわけです。後ろの方にもっと電源がないとだめです。 

 これはちょっと古い話です。アメリカのメリーランド州に武器学校があるのですが、防

衛駐在官としてアメリカに居た時にそこへ頻繁に行きました。そこにドイツの大砲で列車

砲というのがあります。ここにジャーマンガン「ドラ」と書いてあります。これに似たよ

うなことを今やろうとしています。その新しいものは、火薬で発射するわけではありませ

ん。電気で発射するのです。電磁砲、レールガンと呼んでいます。それはまだできていま

せんが、どういう特徴があるのかをお話します。この図は模型で、２本の橙色のレールが

あります。そこに弾が載っています。実際にはもっと長いのですが、そこへメガアンペア

という相当な電流を瞬間的に流します。そうすると、磁力線と電力線が反発して弾が前へ

飛び出すわけです。それが電磁砲なのですが、その電磁砲なるものの特徴が何かというと、

速度が速いことです。普通の大砲、戦車もそうなのですが、速い方の戦車砲でも初速は２，

０００ｍぐらいなのです。なぜかというと、火薬が爆発してその力で飛んで行くので、そ

の火薬の爆発する力というもの、速度というものが２，０００ｍより上がらないのです。

弾の速度を２倍にするとエネルギーは４倍になります。速度を上げると非常に有利なので

す。だから、２，０００ｍではなくて４，０００ｍにしてやれば、衝撃力は４倍になるわ

けです。そういうことを研究していますが、まだ完成していません。いろいろな実験を

やっておりまして、これもたぶんできるとすれば最初は船ではないかと思います。船には

電源を大きく積むことができます。船に積んでもそれほど支障はないのですが、これを地

上でやろうとするともの凄く大きなものになりなかなか耐えられないということです。こ

れもアメリカの海軍がやっており、いつの日かこういうものが出てきて、戦い方も変わっ

てくるかもしれないということを考えておかなくてはいけないのですが、今は何発か撃つ

とレールがだめになり、溶けてしまいます。そういうものが解決されれば、新しい大砲に

なります。形は大砲の形をしていませんが。そういうものがある日突然登場してくる可能

性があります。 

 今度は全然違う話です。これは気球です。日本でもフィルム会社などの気球、飛行船が

飛んでいます。これに頼んで一度乗せてもらったことがあります。この写真は止まってい

るのですが、左下のタワーに繋いでおくわけです。それを３００ｍとか割合低いところに

上げて、遠くを見るというものです。日本でも航空自衛隊で、尖閣諸島のあたりはあまり

高い山がないので、こういうものを使って、先ほどお話があった「海監」とか、「海警」
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とか、そういう船を監視したらどうかということで研究はしていますが、まだできてはい

ません。こういうものにレーダーを積めば、上に上がってかなり遠くの方が見えます。と

ころが、低いところだとすぐ目の前しか見えなくなってしまいます。そういうことに使え

るのではないかとアメリカも研究しています。 

 もう１つは、いろいろなミサイルがありますが、北朝鮮の弾道ミサイルは、例えばアメ

リカまで行くとすれば、１，０００ｋｍぐらい上がって飛んでいくわけですから、ＰＡＣ

３などの迎撃ミサイルはもっと低い高度で使用するからそこまで届かないのです。それと

は別に、低い所を飛んでくるミサイルも開発されています。巡航ミサイル、つまり無人機

です。高度は２００ｍぐらいで静かに飛んでくるのですが、そういうものがＧＰＳを頼り

に夜飛んできた場合、どうやって防ぐのか。例えば東京周辺に気球をいくつか上げまして、

網を張るわけです。そういう研究もアメリカあたりはやっています。日本はまだやってい

ませんが。そのために、こういう気球を一定のところに止めておく技術というのはかなり

できております。 

 次は新しい技術ということで、日本は何が得意かというと、写真のロケットノズルの右

の黒いところが黒鉛なのです。吹き出し口のところをこういう黒鉛の炭素繊維を使って壊

れないようにしていく技術というものが相当買われております。会社によってはあまり言

いたくないというところもあります。 

 それから、次はセラミックです。こういうジェットエンジンの出口のところが焼けてし

まいますから、セラミックである温度に耐えるというようにしておかないと保たないので

す。そのセラミックも日本は得意です。戦車は鉄板だけかというと、間にセラミックを入

れている場合があります。そうすると、ある特殊な弾を撃ちこまれてもそこで火炎が止

まってしまうということがありまして、セラミックというものが鋼板よりももっと有効で

あるということで、日本もそういうことを研究をしているという例をご紹介しているわけ

です。 

 これはＦ－３５です。飛行機にある特殊な塗料を塗ったり張り付けたりすると、レー

ダーの反射の割合が弱くなるのです。レーダーから見えないようにするには２つの方法が

あって、１つは構造です。機体の構造をまん丸にしてしまうと、レーダーの波が当たって

も四方八方に散らばるから元に戻る割合が少なくなります。そういう構造上のことで見え

なくするというのが１つです。もう１つは、そこに当たった場合電波が吸収される、戻っ

てこないということです。なるべく戻らない方が良いのですが、全部完全に戻らないとい

うのはないので多少は戻りますが、その戻る割合が少なければ探知する距離が近くなって

しまいますから、対応が間に合わないわけです。そういうことをやるのがステルス化とい

うことです。 

 では、どんなものを使っているのかと申しますと、次のスライドです。このような電波

を吸収するシールド材です。これは日本は得意なのです。ところが、中国で同じものをも

う作っているのです。それで、日本の会社からも、他のところで作っているのに日本がそ

んなことを抑えているのはおかしいということがあり、技術的にどこまでなら良いとか、

周波数がどのぐらいで、どういう反射のものなら良いとか悪いとか、決めなくてはいけま

せん。シールド材料の反射のこと、あるいはそれが軍事的にどういう意味かということを
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研究していかなければ決められないのです。武器輸出といっても、簡単ではないのです。

どこまで輸出できるのか、どこから先はだめなのかを技術的に決めなくてはなりません。

そのために、アメリカは２，０００人ぐらいの人を動員して、どういう技術基準でという

ことを決めているのです。日本でそれをやろうとするとなかなか難しいのです。いろいろ

な部門がありまして、このシールド材だけでも大変な人間が必要です。そういうことをア

メリカとやりながら、こういうことではないのかということを聞いた方が早いかもしれま

せん。 

 日本が昨年、一昨年ぐらい、武器輸出をこれからやるぞと言ったら、韓国、フランス、

イギリスからいろいろな人が来て、防衛省へ行っても何も教えてくれない、お前の所だっ

たら何か情報があるのではないかと言われるので、うちだってそういうものはないけれど

も、そういうことをすぐに何でもいいから出すということはないと申しました。まず、武

器の輸出というのは相当軍事的に重要なことですから、友好国でなければできません。簡

単にはできないことなのです。 

 もう１つ、日本で要らなくなった船でも何でも、捨ててしまわないで売ってくれないか

という武器輸出もあるのです。例えば潜水艦でも何でも、日本はスクラップにして早く捨

ててしまうのです。まだ２０年でだめにしないで、４０年ぐらい使えるのだから自分のと

ころに売ってくれというところが、東南アジアなどではいっぱいあります。その辺りをど

うするかです。ただ簡単に売ればいいというものでもありません。いろいろなことが出て

きますので、その時に日本は技術立国なのですから、技術について軍事的観点からもよく

詰めておかないと、どうにもならない、安全保障では損ばかりしているということになっ

てしまいます。 

 一例ですが日本の得意なものを申しあげてみました。日本はやはり、自衛隊ももちろん

一生懸命やっています、訓練はここまでしかできないというぐらい一生懸命やっています

が、それと一緒に、今日お集まりの皆さん、会社の方もいらっしゃるでしょうが、日本は

技術力で国を守る技術立国です。技術力で兵器だけを作るというのではありません。日本

の中にそういう技術があるのだということを言っただけで、抑止力になります。 

 今、それが何もないものですから、野放しになっているものですから、日本は本当に

持っている力をまったく無駄にしています。馬鹿にされていると言った方が早いです。そ

れをどういうふうにしていくかです。ただ兵器だけを作ればいいという問題ではありませ

んが、日本にはそういう技術力があります。それは、日本人の手先の器用さもありますし、

頭脳もあります。もう１つは、日本人がそういう時にいろいろな国から信頼されていると

いうことです。ただ儲ければ良いとか、後は知らないとか、そういうことではなくて、団

結しているというようなことがこれから非常に大きな国防ではないかと思います。もし日

本がこれからやるぞと言っただけで、非常に大きな抑止力なのです。そんなにお金を使わ

なくても、日本人がまとまって、やるぞと言っただけで。それが反対だとか、軍とか戦と

か考えるのが嫌だとか、そういうことを言っているようではだめなのです。あくまで反対

という人もいらっしゃるのですが、全体としてはこれからどうするのかということ、さっ

きの小川さんのお話にまた戻りますが、そういうことがこれからますます重要になってく

るのではないかと思います。そういう技術力を自分で持っているわけですから。他の国に
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比べたら、他の国から羨ましがられるほど技術力があるのです。それは日本人自身が作り

出したものです。そして、外国に対して日本人の信頼というものがあります。ただし、下

手をしたら何をするかわからないというのもあっても良い、否定することはないと思いま

す。そういうふうにアジアでは思われているということなので、アメリカとけんかはでき

ませんが、やはりアメリカの核の傘は必要になりますし、日本としては一緒にやらなけれ

ばやっていけないという状態に来ています。これは日本人がいろいろと考えなくてはいけ

ないというようなところに今来ているわけであります。そういうことが最大の抑止力では

ないかと思っております。どうぞ、皆さんのいろいろなご意見を伺いたいと思います。 

 もし、何かご質問なり、ご意見があればどうぞよろしくお願いします。 

 

（司会） 

 先生のご好意で、あと４分ほどございますので、先生のお話についてご質問がある方が

ございましたら挙手をお願いいたします。係の者がマイクを持ってまいります。 

 

（質問者） 

 私は、ある企業で小型の野戦病院で使う手術用のウェートというものを開発しています。

こういうものを作って、日本の国内、防衛省などでも使ってもらえたらありがたいのです

が、こういうものを外国へ出して良いものかどうか、何か規制があるのかなどを教えてい

ただきたいのですが。 

 

（上田氏） 

 ここに防衛省の方もいらっしゃるのですが、今まではそういうことを民間とやると良く

ないということで、何も言わなかったのです。外国へ行って調べますと、ある限られた範

囲では、企業の皆さんを集めて、方向としてはこれからこういうことをやろうとしている

ということをアメリカではかなり手広くやっています。日本もそういうことをやったらど

うですかと申し上げています。これからやるようになると思いますが。その時に、官と申

しますか、防衛省あるいは経済産業省の担当者自身が説明するというのはうまくないので、

何か外側に団体を作れば良いのです。ディフェンスリサーチセンターもそういうことを

やったら良いのではと思っております。そうすると、金額などはわかりませんから、全部

言わないまでも、皆さんこういうことをやったら良いですということを勉強しながらやっ

ていくようなものをお作りになったらどうなのですと何回も言っているのですが、なかな

かできません。そのうちに会社の人、特に中小企業の方などは嫌になってしまって、もう

わからないのなら中国へ行くということを今やっているわけです。それはつまらない話で

す。今のお話もそういうことかと思っております。そういうものを作ると良いと思ってお

ります。 

 それは、経済産業省も防衛省も官自身がなかなかやりにくいのです。辞めた者が勝手に

やるのも良くないので、財団法人という組織にして公益にしております。公益法人は２万

５，０００ぐらいあり、そのうち防衛をやっているものは２つか３つしかありません。そ

れが、この１１月３０日に全部解散になり、身分を変えなくてはいけません。当方も一般
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財団というものになって、もっと自由にできるようにしようとしておりますので、もし何

かあれば教えていただければ良いかと思っております。 

 

（質問者） 

 あと、民との協力体制を取っていただけたらと思うのですが。それともう１つ、大阪と

いう所は非常に自由に技術開発をする所なのですが、私たちが客観的に見て、こんなもの

を作って良いのか、良くないのではないかというものが実際にあるわけです。それを何に

使うのかというと、そこの事業所さんが、趣味というのではないのですが、農薬を散布し

たり、もみを直播きするのに使うのだということで、先ほど写真にあったような無人装置、

ヘリコプターではない無人装置を開発しようということなのです。リモコンにしても、軍

用で使えるレベルのリモコンを作ることができる技術を持つ会社が大阪には２社ほどあり

ます。そんなことを考えるとあのような無人機などは民で作らせれば良いのではないかと

思うのです。何か開発機構を立ち上げて、防衛省が指導されたら良いのではないかと思い

ます。生意気なことを言うわけではないですが、先ほどの無人機などは安くて非常に良い

ものが、撃ち落とされたとしても１万円ぐらいだったとか、そういうレベルのものができ

るのではないかと思います。それで自衛隊の隊員の人命が助かり、攻撃力も増すのであれ

ば非常に便利だと思います。 

 

（上田氏） 

 文部科学省、昔の科学技術庁は、「戦」、「軍」という文字が付いたら何もいっさいや

らないというところなのです。ところが最近になりまして、そんなことをやっているもの

だから、周りの関係のあるところが全部失われています。だからそういうことをやりたい

と言っても、なかなかできませんが、そういうものが入っても使い方はいろいろあります

から、軍事だけが問題なのではないのですが、軍事のことも入れたような広い範囲の考え

方でおやりになっていくと、もっといろいろな応用の範囲、結果的には軍に来なくても良

いわけですから、そういうことを検討しても良いのではないかと思うのです。防衛省もあ

まり触ってこなかったかもしれませんが。何かこれからそういうことをやらないと、大事

なもの、本当は使えるものが全部失われている、下手をしたら中国あるいは北朝鮮に使わ

れているかもしれないと思っています。アメリカならまだまだ良いですが。是非そういう

ことを考えてみたいと思っておりますので、どうぞまたよろしくお願いいたします。 

 

（質問者） 

 どうぞまたご検討をお願いいたします。 

 

【司会】 

 申し訳ございませんが、時間の都合上、これで質問を終わらせていただきます。これで

上田先生の講演を終了させていただきます。先生、どうもありがとうございました。 

 それでは、ここで１０分少々の休憩とさせていただきます。第２部の開始は１６時５分

です。 
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（休憩） 

 

 では、これより関西総合防衛セミナー第２部を始めさせていただきます。第２部では、

防衛省技術研究本部の幹部及び専門研究者の方々を講師としてお迎えしております。最初

に、技術研究本部事業監理部の三島茂徳計画官のお話をお伺いいたします。 

 三島計画官の略歴をご紹介させていただきます。計画官は昭和６３年に防衛庁技術研究

本部に入部され、その後第１研究所第４部艦艇システム研究室長、技術開発官付海上配備

型誘導武器システム開発室長などを歴任され、昨年４月から現職に就いておられます。 

 本日は、「日本の安全保障を支える防衛技術の最先端」についてお聞かせいただきます。

それでは、三島計画官、よろしくお願いいたします。 

 

【防衛省技術研究本部事業監理部計画官 三島 茂徳 氏】 

 ご丁寧な紹介をいただきまして、どうもありがとうございます。前の２人の立派な先生

の話を私も聞いておりまして非常に感銘を受けた次第で、いつの間にか私の順番が来てし

まったと考えております。小川先生からは、欠陥品を開発したという厳しいご指摘もいた

だきましてどうしようかと思っていたのですが、同時に研究開発費の防衛費に対する比率

ということも指摘していただきまして、これは大きな激励をいただいたと思っておりま

す。また上田先生からも、技術力はしっかり持っているのだということを言っていただき

ましたので、ここは気を取り直して技術研究本部としては、将来に向けた前向きなお話を

させていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 それで、タイトルが「日本の安全保障を支える防衛技術の最先端」ということでありま

して、プログラムを見ていただきますと、私の時間は１０分ということで、このタイトル

をどうやって１０分でやるのかというふうに思われるかもしれません。実は、４部構成と

なっておりまして、先ほど上田先生が言われた宇宙・サイバーというのは残念ながら今回

はたまたま取り上げてはいないのですが、３つのテーマ、我々が将来に向けて取り組んで

いる将来戦闘機、赤外線センサ技術、ロボット技術が今日のメイントピックとなっており

ます。私は導入部を担当させていただくという位置付けでお話させていただきたいと思っ

ております。 

 安全保障ということで、先ほどから外交、インテリジェンス等々いろんな側面が重要だ

ということでありますけれども、私どもの発表としましては、自衛隊が使います装備の面

から我々の貢献というものについてお話をさせていただきたいと考えております。 

 自衛隊の装備品というものの代表例として、ここにいろいろなものを挙げております。

戦闘機を始めとしまして、潜水艦、それから警戒管制レーダー、水上艦、空対空ミサイル

とこういうものを使っております。優れた装備品を持つということで、もし侵略を受ける

というような事態になれば、敵に優越するために優れた装備品が必要です。それからもう

１つは、侵略などをしようという意志をためらわせることによって抑止の効果があるとい

うことです。それが実際に機能してきているのではないかというふうに考えております。 

 こういう装備品ですが、いろいろな形で取得する方法があります。まず、外国から、も
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うできている製品を輸入しています。ここに書いてありますイージスシステムという船の

防空システムなどは輸入しています。それから外国で開発された戦闘機などですけれど

も、ライセンスを取得して国内で生産を行うというスタイル。それから一番右にありま

す、民間に発注して作ってもらうというものも時々あります。 

 今日、お話させていただこうとしておりますのは、ここにあります研究開発、独自で、

我が国で、我が国の要求、自衛隊の要求に基づいて研究開発をして、自衛隊に手渡しする

装備化ということであります。先ほどお２人の先生からもあったと思いますが、まず技術

力そのものが潜在的な抑止力になるという重要な点があります。それから、外国製では自

衛隊の要求する性能が満たせない場合、最適な装備の性能が満たせるということです。そ

れからここにいらっしゃっている方の支援も受けながらという側面はあるのですが、生

産・技術基盤の維持、育成。急に作れといわれても当然作ることはできません。先ほども

ご指摘がありましたけれども、防衛省は工廠というものを持っておりませんので、研究開

発段階、それから実際に装備を取得する段階においても、製造自体は民間会社に依存して

いるということです。それから独自の改善ですが、開発をして装備化もされている哨戒機

などにつきましても、独自ですべて開発したということから改善の研究が進みつつありま

す。単純に輸入したもの、それからライセンスというものについては改善ということにも

非常に制約があるということです。それからいくつか書いてありますが、実際にはそれら

を総合的に判断して、個々に取得方法を決めています。 

 次に、我々が担当しているのは技術研究開発というところでありまして、陸海空の自衛

隊が使用する装備品等を一元的に創製すること、それから改善というのも重要なミッショ

ンと考えております。作ったら終わりではなくて、また改善もしていく、そういうことに

も力を入れていきたいというふうに考えております。 

 技術研究本部について、外にもパネル等で、組織ですとか予算ですとか、そういうこと

について少し触れておりますので、帰りがけにでもお時間があれば、また休み時間でも見

ていただければありがたいと考えております。技術研究本部の特徴は、まずユーザーが自

衛隊に限られているということです。研究開発のフェイズとしましては、必要な応用研

究、それから開発、実用化とそういう部分を担っているということです。先ほど申しまし

たように、自分のところでものを作るという設備等を持っておりませんので、民間の技

術、製造技術それから生産技術というものを積極的に取り込むということ、最近特にとい

うこともありますけれども、このような方針で研究開発を進めているところです。これは

スピンオンという言い方をしています。逆に、その成果につきましても民間に転用、活用

するということで、これをスピンオフと呼びます。この両者を活用するということを非常

に重視しているわけであります。それで、任務としては、５年後、１０年後に自衛隊が必

要とする装備品を開発して渡すということに加えまして、さらに２０年後、３０年後の潜

在的な自衛隊のニーズを酌み取って、１０年後、２０年後に要求が出せるような、応用研

究というものについても研究していくというミッションがあります。本日は主として、こ

れまでに開発したものの紹介ではなくて、２０年後、３０年後、ものによって異なるので

すが、そういうものについてどのように取り組んでいるのかについてご紹介したいと考え

ております。 
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 先ほど申しましたスピンオン、スピンオフですが、民生技術から防衛技術へのスピンオ

ン、それからその逆のスピンオフということで、一例を挙げているのですが、戦闘機の翼

ということで開発しました複合材料というものが、民間機に実際に利用されている。それ

から逆に、半導体の材料、民間で開発されたものがレーダーの能力向上やパワーの増強な

どに実際に活用されているという例がございまして、このようなことを重視していきたい

と思っております。この後のそれぞれのテーマにつきましても紹介があるのではないかと

思います。 

 これは、２０年後、３０年後を見据えてどんな考え方で我々が取り組んでいるかという

イメージ図的な紹介になってしまうのですが、まず脅威の動向というものがあって、いろ

いろなところから収集して、技術研究本部として解釈を加えることはあります。それから

技術の動向ということで、海外の動向ですとか国内の民生技術を含めて、そういう調査を

恒常的に行っています。そこから我々の観点から戦闘様相がどのように変化してくるかと

いうことを分析するということです。それで、実際に装備としてどういう方向性があるの

か、それに必要な技術というものはどういうものがあるのかということを考えて、将来の

戦闘様相を一変するような先進技術というものを導き出して、それに取り組んでいくとい

うことをやっております。 

 次はもう完全なイメージでありまして、今日のために書いたというものです。このよう

になるというわけではないのですが、すべてネットワークで繋がっている、それから先ほ

どありましたようなレーザー兵器ですとか、高出力のマイクロウェーブとかそういうも

の、そんなにすぐではないということかもしれませんが、場合によっては電磁砲などをフ

ルに搭載させるようなものを目指した研究開発をしていこうという計画を中期的に立案

し、進めていっているということであります。 

 １０分ですのであと１分しかないのですが、１つだけ技術研究本部の紹介、宣伝をさせ

ていただきます。我々も隔世の感があるというコメントを先ほどいただきましたが、どの

ような研究をしているのか、今のような中期計画のような話は、以前はまったくすること

ができなかったということだと思うのですが、積極的に広報もしていこう、情報発信をし

ようということで、技術研究本部のホームページがあります。ホームページ上に防衛技術

シンポジウムというカテゴリーがあります。年１回、秋に東京の新宿区市ヶ谷で開催して

いるのですが、これについても去年のシンポジウムについて掲載されていますし、今年の

ものも、また決まりましたらアップされますので、今日は我々が大阪まで足を運んでこの

ようなことをやらせていただいていますが、今度は皆様に東京まで来ていただいて、我々

の詳しい発表を見ていただけたらと思っております。 

 引き続きまして、残りの３つのテーマにつきまして、それぞれの専門家から概要を説明

してもらおうと思いますので、次に引き継ぎます。 

 

【司会】 

 まずは導入部ということで、三島計画官、ありがとうございました。引き続きまし

て、防衛省技術研究本部の市橋孝浩・航空機担当副技術開発官にご登場いただきます。 

 市橋副技術開発官は昭和６１年に防衛庁技術研究本部に入部され、その後第３研究所
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第１部航空システム研究室長、航空装備研究所システム研究部主任研究官などを歴任さ

れ、昨年の４月に現職に就かれました。本日は、「将来戦闘機」についてお話いただき

ます。それでは、市橋副技術開発官、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【防衛省技術研究本部副技術開発官（航空機担当） 市橋 孝浩 氏】 

 ただいまご紹介いただきました、副技術開発官航空機担当の市橋でございます。本日は

将来戦闘機ということでお話させていただきます。あまり固い内容にならないようにして

おりますのでお願いいたします。 

 これは、先ほど三島計画官が一番最後に示したスライドですが、その中で将来戦闘機が

どこにいるかというと、実はここにおります。ここでは将来戦闘機をこのような姿で描い

ておりますけれど、後ほどのスライドでは違った姿の戦闘機も出てきます。まだ、正確に

決まったわけではございませんので、悪しからずご了承ください。 

 今日お話させていただく内容につきましては、まず、将来の戦闘機の研究開発ビジョン

ということで、防衛省が将来の戦闘機をどのように考えているかということについてお話

させていただきます。後段では、将来戦闘機に向けた技術研究本部の取り組みということ

で、どんな研究をやっているかということについて、お話させていただきたいと思いま

す。 

 まず、研究開発ビジョンでございます。平成２２年８月に、戦闘機に関する研究開発を

今後どのように行っていくのかについてビジョンを公表いたしました。 

 どうしてこのようなビジョンが必要であるのかということですが、戦闘機は高速で激し

い運動をします。そして、レーダーとかミサイルなどを小さい機体に詰め込んで、運んで

行くという難しい操作を１人のパイロットがやらなければなりません。一方、飛行機だか

ら墜落しては困るということで安全性も求められており、非常に高い技術が求められる製

品でございます。こういう製品ですので、そこで使っている技術の取得に関しては、長期

的に時間をかけてやらなければいけません。それから、エンジニア、技術屋ですが、戦闘

機を作るエンジニアにつきましては、長年の経験を踏まえて育つということですので、中

長期的に物事を考えていかなければならないということが、まず、第一点です。それか

ら、扱う技術というものが非常に高度であるということで、戦闘機の研究開発には膨大な

経費が必要になります。今、防衛関係費は厳しくなっており、先ほどのお話にもありまし

たように、研究開発費も非常に限られている状態ですので、何でもかんでも研究して用意

していくということでは経費的に厳しく、戦略的に研究開発の投資を考えなくてはいけな

いということがあります。それから、どんな戦闘機を作っていくかということですが、従

来はユーザーサイド、ニーズサイドの航空自衛隊が、こういう戦い方をするからこういう

戦闘機がいるということで要求を出して、飛行機を決めていったところでございますが、

今、新しい技術がどんどん新しい戦い方を生み出していくという状況にありますので、

我々シーズサイド、技術屋の方からこういったものについて新しいアイデアを出してい

く、知恵出しが必要になってくるという状況にあります。このような状況を踏まえ、今、

国産戦闘機でＦ－２という支援戦闘機を使っておりますが、これの後継機を考えなければ

いけないような時期に、いざ開発するということを決められた時に困らないように、どん
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な飛行機を、どういう技術を使って、そしてその技術を取得するにはどういうふうに研究

をしていくかということを決めるということが、このビジョンの目的でございます。で

は、このビジョンの中でどんな戦闘機を目指しているかということですが、その前に、戦

闘機がどのように変遷してきて、これからの動向はどうなのかということについて、

ちょっとお話させていただきたいと思います。 

 まずここにありますように、戦闘機にも世代がありまして、あまりさかのぼりすぎると

やっかいなので、ジェット機の戦闘機を第１世代とします。第２世代の戦闘機は超音速で

飛行できて、レーダーを搭載しています。航空自衛隊が以前使っていたＦ－１０４という

超音速の戦闘機はこれに相当します。それから第３世代、これはマルチロールと申しまし

て、いろいろな任務ができて、電波で追跡するようなミサイルを搭載し、夜間も戦闘でき

る航空機です。それから第４世代でございますが、これはさらに速く飛べて軽快に運動が

でき、高度な電子機器を積んだ戦闘機でございまして、現在、航空自衛隊の主力戦闘機で

ありますＦ－１５やＦ－２などはここに属します。それから、第５世代、これが今最新鋭

なのですが、これはアメリカのＦ－２２や、これから航空自衛隊が導入していくことを決

めましたＦ－３５、こういった機体が属する世代でございまして、レーダーに見えにくい

先ほどのお話にありましたステルスと軽快に動ける機動性を両立し、それから先進的な搭

載電子機器を積んだ機体がこれに相当します。 

 最新鋭の第５世代戦闘機の動向ですが、実際、今、アメリカにＦ－２２、Ｆ－３５があ

りますが、日本の近隣国としては、ロシアがＴ－５０、それから中国がＪ－２０という戦

闘機を今開発中でございます。このような質的なことと、それから数的なことがあります

が、第４世代戦闘機保有数のグラフを見ていただくと、事情は不明ですがロシアは減って

いるものの、日本の近隣では、日本も含めまして、韓国、中国も、第４世代の保有機数が

増えていっております。質的にも数的にもどんどん若返っている、最新のものに置き換え

られているという状況になっております。それから、この下の図でございますが、これは

もし第５世代のステルス戦闘機が相手方に配備された時にどうなるかということを示して

います。左側の円が、大体レーダーサイトが見える範囲をイメージしていると思っていた

だければ結構ですが、ステルス機ではない従来機ですとこういう見え方をしていたわけで

すが、ステルス機になるとレーダーで見えにくくなりますので、この円が小さくなりま

す。すなわち非常に探知しにくくなるという状況になります。それから、こういうふうに

間に穴が開いてしまうということで、こういうところをすり抜けられるという可能性も出

てきます。つまり、探知できないという状況になりますので、この結果、反撃する時間等

が非常に短くなるという問題が生じてきます。こういうような状況でございますので、新

しい技術を使い、新しい戦い方で対応する必要が出てきたという状況になってまいりまし

た。 

 このような状況を踏まえ、次の世代のこれから作る戦闘機がどんな戦闘機であるべきか

を我々が考えて出したのがここに書いてあるものでございまして、ステルス機に対応する

ためにカウンターステルス技術が必要でありますし、それから数的、質的にも不利な状況

になりますので、戦闘機同士が連携し合って、効果的に戦うための情報、それから知能化

の技術、こういったものが必要になってくるだろうと思っております。それから先ほど申
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し上げました反撃の時間が短くなるということで、瞬間的に撃破するような能力が必要に

なってくるだろうと考えております。 

 これらの技術を適用した将来戦闘機の概念図をここに示してございます。この戦闘機の

キャッチコピーは、「カウンターステルス能力の高いｉ３ＦＩＧＨＴＥＲ（アイキューブ

ドファイター）」ということで、この３つのｉですが、これは情報化（ｉｎｆｏｒｍｅ

ｄ）、知能化（ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｔ）、それから瞬時性（ｉｎｓｔａｎｔａｎｅｏｕ

ｓ）を表しています。適応する技術としましては、カウンターステルスとして敵を凌駕す

るステルス、ステルス性を上げるためにスリムな機体を作る必要が出てきますけれども、

それを実現するための次世代ハイパワー・スリム・エンジン、それからステルス化された

敵を見つけるためのパワーが非常に大きな次世代のハイパワー・レーダー。戦闘機同士が

連携し合って、賢く効果的に戦うためのクラウド・シューティング。また、反撃時間が短

いことを補うために光の速度で対応できるというレーザー等を使ったライト・スピード・

ウエポン。こういうものを挙げています。この赤く塗った技術については、これから２０

年後ぐらいを、それから青く塗った部分については、さらに遠いのですが３０年から４０

年後ぐらい先に実現できたらということで研究をしていこうというところです。 

 では、これらを実現する技術はどのようなもので、日本の実力はどういうものかという

ことについてお話させていただきたいと思います。まず、クラウド・シューティングでご

ざいます。従来の戦闘機で敵を捉えてミサイルで落とすということを考えた場合、自分の

レーダーで相手を見つけて、これにロックオンします。それでミサイルを撃ちますが、ミ

サイル自身もシーカーという目玉を持っているものの、この目玉は近くにならないと見え

ませんので、途中飛んでいる状況ではレーダーをずっと当て続けてミサイルにどっちに飛

んでいったら良いかを教えてあげなければいけません。自分が１対１ぐらいで相手を捉え

続けることができれば良いのですが、他の敵機が自分を狙っているということになります

と、これは自分が逃げなければいけません。そうするとレーダーのロックオンが外れ、

撃った弾が無駄になってしまいます。先ほど触れましたように、数的にも我々は不利な状

況でございますので、このように撃った弾が無駄になるというのが、非常にこれから辛く

なっていく状況にあります。こういった状況を考えて生み出したのが、クラウド・シュー

ティングというものでございまして、クラウド・シューティングは、誰かがレーダーで相

手を見つけて弾を撃ちますが、レーダーで捕らえている自分自身が不利になった場合に

は、味方の誰か他の良いポジションにいる人間が、代わりにレーダーを照射し続けて無駄

な弾が発生しないようにするという概念です。ちょうど、自分でずっとドリブルをして最

後にシュートをするのではなく、自分が敵に囲まれたときに、他の味方にパスを出して、

それを繋いで、最後のシュートに繋げていくというような戦いをするものです。こういう

戦い方をする上では、当然のことながら、自分と味方との間、移動する物体同士の間で、

相手の位置や自分たちの位置といった情報をやりとりする技術が必要になってまいります

し、一方、誰にパスを出したら良いのかということを考える知能化の技術というものも必

要となってきます。こういった技術を支えているのが、まず、情報化といたしましては、

日本のスマホなどの優れた高速移動体通信技術がございますし、それから知能化について

は、ロボットの技術、これは世界的にリードしていますので、こういった進んだ技術を使
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いまして、クラウド・シューティングという概念を実現していこうというふうに考えてお

ります。 

 次に、ハイパワー・レーダーです。相手がステルス機でない従来ベースの機体の場合、

自分のレーダーで容易に相手を見つけることができましたが、相手がステルス化すると、

自分が見つける前に見つけられてしまうということで、差し込まれるという不利な状況に

なります。このような不利な状況を解消するためには、やはり自分のレーダーをパワー

アップして、より遠くで相手を見つける必要が出てくるということで、次世代のレーダー

で早期発見をするということが必要となってくるということでございます。このハイパ

ワー・レーダーですが、これを実現する技術につきましては、パワー半導体デバイスとい

う技術が必要ですが、この技術につきましても日本のメーカーが世界一を競っているよう

な状況でございます。パワー半導体を用いたアクティブ・フェーズド・アレイ・レーダー

というものは、航空自衛隊のＦ－２支援戦闘機で世界で初めて使われました。戦闘機用

レーダーが使用する周波数帯では、現在までのところ、Ｆ－２もそうですが、ガリウムヒ

素と呼ばれる半導体が主流となっておりますが、さらなるハイ・パワー化ということで、

今、ガリウム・ナイトライドといわれる素子が用いられるようになってきております。こ

のガリウム・ナイトライドですが、先ほどありましたように、日本の半導体メーカーが世

界一を競っているというところですので、次世代のハイパワー・レーダーの実現は十分に

可能だというふうに考えております。 

 最後に、戦闘機のステルス性を向上させるための技術ですが、相手戦闘機のステルス性

が良くなっているのに、自分自身が従来機並みであれば発見されやすいということですの

で、レーダー性能と同様に自分のステルス性を上げないといけないという状況になってま

いります。ステルス性を良くする方法としましては、材料によって電波を吸収するやり方

と、電波が跳ね返る方向をコントロールするというやり方がありますが、ここでは、ま

ず、先ほどの上田先生のお話にもありましたように、シリコン・カーバイド繊維といった

優れた日本の電波吸収材を使うことを考えております。 

 次にエンジンですが、今のステルス機は自分のステルス性を上げるためということで、

ウエポン、いわゆるミサイルですが、これを自分の機体の中に格納するやり方をとってい

ます。そういうやり方をしますと、今まで外に出していたものを自分の胴体の中に入れる

わけですので、太った機体になってしまいます。それでスリムなエンジンが必要になるの

ですが、エンジンの径を小さくすると推力が落ちてしまうということで、その方法として

エンジンの中を流れる空気を高温化して推力を上げるという方法をとっています。そのた

め、耐熱材料が必要となってくるわけです。ここに２つ例示していますが、１つは単結晶

の超合金、それからこれも先ほど上田先生のご講演の中に出てまいりました、セラミック

を使った部品を作る技術がございますので、こういったものを使いましてハイパワーなエ

ンジンを作ろうというふうに考えております。 

 今までのところ、どのような機体を目指しているかということをお話してきましたが、

実際、技術研究本部で何をやっているかということについて、何例か示させていただきた

いと思います。機体の関連といたしましては、先進技術実証機。それから、アビオニクス

（航空機搭載電子機器）関連としては将来アビオニクスと先進統合センサ。エンジンにつ
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きましては、次世代のエンジン主要構成要素。こういったものについてご説明させていた

だきます。 

 まず、先進技術実証機です。これは、ステルス性と高運動性を併せもつ機体をシステム

インテグレーションして作るという研究でございまして、実際に人が乗れる実験機を作り

まして、飛行試験を実施して必要なデータを取ろうという研究でございます。適用してい

るステルス技術につきましては、エッジ・マネージメント（機体形状）という、主翼とか

尾翼の角度を揃えて、跳ね返る方向を一定に揃えることによって、電波反射が散らばって

あちらこちらから見られることを防ぐという方法もございます。また、機体を覆っている

外板ですが、従来こういった外板の繋ぎ目は直線で繋いでいたのですが、そうしますと、

来た電波がまっすぐ前に跳ね返って、相手に見られてしまうということになりますので、

写真のようにくの字型に繋いで、電波がまっすぐ前に跳ね返らないようにするというやり

方でステルス性を上げるという工夫をしています。こういったステルス性について工夫し

た結果がどの程度かということを、これは実際、機体と同じ大きさの実大模型を作りまし

て、フランス装備庁の施設を使い、実際に機体にレーダーの電波を当てて、設計が思い通

りにできたかどうかを評価しております。 

 それから、高運動性でございますが、高い運動性を得るということにつきましては、推

力偏向というものを使おうとしております。従来の飛行機ですと、エルロンとかラダー、

いわゆる舵を使って機体の向きを変えておりますが、この研究ではさらに、エンジンの噴

射口のところにパドルと呼ばれる板のようなものを付けまして、これを動かすことによっ

て推力の偏向を行い、これを高い運動性に繋げようという努力をしています。実際、ここ

に動画で示していますが、普通の状態でしたら、ジェットの方向は真後ろにまっすぐ流れ

るというふうになっております。これが今、下の板が動いて推力線が上に向いたことがお

わかりいただけたと思います。それからもう１つ高運動性に関する研究でございますが、

高い運動性を得るわけですので、機体の安定性が必要となってきます。これは、きちんと

安定性を得るための飛行制御ができるかどうかということをスケールモデルを使って実験

した様子です。大体、全長が２ｍぐらいのモデルでございまして、ラジコン用のジェット

エンジンを積んでおります。離陸させる時は、ラジコンと同じように手動で離陸させま

す。離陸した後ですが、ここからは自動操縦になりまして、長円型の軌道を自動的に飛ぶ

ようになります。この長円型の軌道のうち、直線部分を飛んでいる時にいろいろな機動を

しまして、データを取ります。ちょうど、今、激しく頭を上げて、それをすぐ下ろすとい

う飛行をしております。こういった飛行を行い、データを取って、きちんと安定性が得ら

れるのかどうかという研究もしております。試験終了後、着陸は、ラジコンのモードで下

ろすというふうになっています。こういった技術を使いました先進技術実証機ですが、現

在、三菱重工の愛知県の工場で製造が進んでいまして、これは胴体の前の方の状況です。

次にこれは胴体の後ろの方で、こういったところと結合されて段々飛行機らしくなるとい

う状況でございます。今、翼をまた別の会社で作っておりますので、それを結合しまし

て、来年、この飛行機は初飛行する計画でございます。こういった先進技術実証機でござ

いますが、主契約会社として、三菱重工、エンジンの方はＩＨＩと契約してやっています

が、トータル約１，０００社の会社が参画しています。こういった参画している企業の数
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からも、いかに多くの技術が使われているかということがおわかりいただけるかと思いま

す。 

 次に、将来アビオニクスのシミュレータでございます。アビオニクスの研究では、例え

ばレーダーにどのぐらいの性能を持たせ、その代わり自分のステルス性はどのぐらい持た

せれば良いか、バランスを考えてやる必要があるのですが、どの程度持たせれば良いかと

いう検討をするために、我々はこういったシミュレータを使って研究をしています。これ

は、コックピット型のシミュレータでございまして、シミュレータを何台か連接しまし

て、空中戦ができるようになっています。実際どんなことをやっているかについて、２対

２のシミュレーションをやっているところをご覧いただきます。まず、我が方２機、相手

方２機ということで、最初に今日はどういうふうに飛行機の性能を設定してあって、どう

いう効果を見たいかということを説明します。それから、敵味方に分かれて作戦会議を

やって、シミュレーションを開始します。シミュレーションではミサイルを発射したりし

ますけれども、前方にはパイロットに必要なレーダーの情報なども映し出せるようになっ

ております。シミュレーションが終わった後、デブリーフィングをやりまして、パイロッ

トからどうだったのかコメントをもらいます。それからこれは、飛行機が飛んでいる、こ

の点線はミサイルですが、どんな動きをしていたかというようなことをシミュレーション

試験が終わった後に解析しているところです。このように、アビオニクスの性能のバラン

スを決めていくということで、シミュレーションをやっております。 

 アビオニクスの研究ですが、シミュレーションをやる一方、実際にものを作って研究も

しております。これは、ステルス性を付加された相手を見つけるためのハイパワー・レー

ダーの研究です。先ほどありましたガリウム・ナイトライドを使ったレーダーを機首部に

搭載して、ステルス性が高められた相手を見つけるということで、相手が出す電波を捉え

るＥＳＭという装置、それから相手が放出する赤外線を捉えるＩＲＳＴという装置も組み

合わせて、こういったいろいろな情報から相手の位置を見つけるといった努力をしていま

す。自分も電波を出すと相手に気付かれることになりますので、なるべくレーダーの電波

を出さない方式をとり、相手が出す赤外線や電波を捉えることによって自分が発見されに

くくするという工夫をします。将来的なステルス機同士の戦いには必要になってくるとい

う技術でございます。 

 最後にエンジンですが、ハイパワーでスリムなエンジンを実現するために、エンジンの

中を流れる空気の高温化を進めるということが必要だと先ほど申し上げました。従来まで

の国産エンジンは１，６００℃でございましたが、さらに２００℃高い１，８００℃を目

指して、研究を今進めています。それから、圧縮機軸長比、これはエンジン圧縮機の軸長

と直径の比になりますが、これも１から０．９ということで、軽量化を図るという目標を

掲げて、エンジンを構成する高温化のタービンの材料とか、圧縮機の材料、それから燃焼

器といったパーツを試作しまして、性能を確認している状況でございます。将来的には、

丸ごと１台のエンジンを作って性能を確認していこうという計画があります。 

 以上、お話をいろいろとさせていただきましたが、戦闘機は先進技術の固まりでありま

して、新しい技術を取り込んで、新しい戦い方を生み出していかないといけないという製

品であることがおわかりいただけたと思います。そのためには、今まで、戦闘機にこんな
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技術が使われるのかというような技術の新しい使い方、こういったものが必要になります

し、それからそれを製品にするためには長期的な研究が重要と考えておりまして、我々、

防衛省技術研究本部は研究に引き続き取り組んでいきたいと思いますので、皆様の温かい

ご支援とご協力をいただければと考えております。ご清聴ありがとうございました。 

 

【司会】 

 市橋副技術開発官、ありがとうございました。それでは続きまして、同じく技術研究本

部の土志田実・電子装備研究所センサ技術研究部長にご登場いただきます。 

 土志田部長は昭和６２年に防衛庁技術研究本部に入部され、その後第２研究所第３部光

波電子戦研究室長、電子装備研究所システム研究部主任研究官兼ねて技術企画部企画課技

術企画室長などを歴任され、平成２３年から現職に就いておられます。 

 本日は、「赤外線センサ技術」についてお話いただきます。それでは、土志田部長、よ

ろしくお願いいたします。 

 

【防衛省技術研究本部電子装備研究所センサ技術研究部長 土志田 実 氏】 

 ご紹介いただきましてありがとうございます。技術研究本部電子装備研究所の土志田と

申します。将来戦闘機に引き続き、将来戦闘機ほど大きなシステムではないのですが、赤

外線センサ技術に関して紹介していきたいと思います。この技術は、大きなシステムに比

べ、分野的には狭いのですが、情報収集の要となる、非常に重要な技術として捉えており

ますので本日紹介させていただきます。 

 赤外線センサの１つに、よくテレビなどで見かけるかもしれませんが、赤外線サーモグ

ラフィー装置というものがあります。先ほど上田先生からもお話がありましたように、こ

の赤外線センサは熱を検知するというものです。このように、可視では見えないものが、

赤外線サーモグラフィー装置で見ると、薄いビニールを通して熱が検知できますので、こ

のように見ることができます。医療分野においては室内で使用することが多いのですが、

防衛分野では屋外で使用することが多くなります。 

 では、実際に屋外ではどう見えるのかを示したものがこの写真です。左側が通常見るデ

ジカメの画像です。我々の研究所の窓から屋外を撮影したもので、建物の手前に森がある

風景です。夜間においては、手前の森などは真っ暗で見えず、建物の明かりが見えるだけ

ですが、これを赤外線で見ますと、建物の輪郭、また、手前の森の状況なども認識するこ

とができます。 

 このように赤外線は、昼夜に関係なく使用が可能となります。また、現在、赤外線セン

サは技術が進展しており、非常に細かい熱画像の取得が可能となっております。私が所属

する電子装備研究所は東京都世田谷区にあり、約４．５ｋｍ離れたところに六本木ヒルズ

という建物があります。この画像はそれを見たときの赤外線画像ですが、このように細部

まで非常にクリアに見ることができます。また、赤外線は基本的にはカメラですので、相

手に知られない、要するに秘匿性の高い使用が可能となります。情報がますます重要視さ

れる状況において、これらの赤外線が持つ特長から、我々は情報収集の要となる技術と捉

え、赤外線センサ技術の研究開発を行っております。 
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 実際に赤外線センサがどのように使われているかを示したものがこの図です。各種プ

ラットフォームに対して、非常に多くのものに使われています。警戒・監視、目標の探

知・識別・追尾、周囲状況の把握など、色々な場面で使われており、それは無人機搭載か

ら個人携行にまで及ぶものです。先ほどの発表で将来戦闘機の戦闘様相イメージがありま

したが、先ほどのプラットフォームを重ねると、このように色々なところに出てきます。

要するに、赤外線センサ技術は、現在もですが、将来に向けても我が国の安全保障に多大

な貢献をする技術であるということで、重要視し、研究開発を進めているところです。本

日は、その赤外線センサ技術に関して、ひとつの大きな特徴は民生技術と連携しながら進

めているということなのですが、それ以外にも諸外国においても非常に重要視されている

ということについて紹介させていただきます。また、これらの特徴を述べる時に、我々、

技術研究本部における研究開発例を交えながら紹介していきたいと思います。 

 赤外線センサ技術は、やはり赤外線センサ、いわゆる素子やカメラの研究開発が主体と

なります。ただ、この赤外線センサの素子開発は民生でも非常に進んでおり、実際に民生

分野では、安心、安全、警備など、車の衝突防止にも一部使われています。そのほか、医

療、環境モニタなど、様々なものに使われております。その例を挙げますと、成田空港な

どで、ＳＡＲＳ（重症急性呼吸器症候群）が流行した時にこのような画像を見られたこと

があるかもしれませんが、入場者、この場合は帰国者が感染していないか熱を捉えて

チェックするというものです。もう１つの例といたしましては、ソーラーパネル、太陽電

池が故障すると熱を発生するのですが、その箇所を見つけるというものです。また、送電

線などにおきましても、不具合が生じると熱を持つことが多いので、離れた場所からの保

守点検ができます。民生におきましてもこういうところで使われ始めているものです。 

 その場合、キーとなる技術は、今申したとおり、民生と防衛双方の分野で同じような方

向に進んでいると考えられ、両方の分野で利用可能、我々はデュアルユースと呼んでおり

ますが、そういう特徴を持っております。ただし、防衛用途は民生用途よりも過酷な条件

で使用される場合が多いのも１つの特徴です。先ほど紹介したように、戦闘機やミサイル

のシーカなど、衝撃、加速度が非常に厳しい条件や、また、酷寒酷暑で使用されることが

多いので、そのようなことを考慮しなければなりません。 

 この赤外線センサ技術は情報収集の要となるため、諸外国においても非常に重要視され

ています。如何に有益な相手情報を収集できるかに直結しておりますので、各国とも国内

技術を維持育成するという方向で研究開発が進んでいます。各国も技術戦略書というもの

を出していますが、その中に重要視することは明確に書かれております。防衛省技術研究

本部におきましても、「中長期技術見積り」において明確に記述している技術でございま

す。 

 諸外国の状況の一例といたしまして、防衛用赤外線センサの製造メーカを示した図をご

覧いただきます。こちら側が欧州とイスラエル、そして米国、日本があります。後ほど説

明いたしますが、赤外線センサは冷却型と非冷却型に大きく分けることができます。例え

ば、米国におきましては冷却型と非冷却型を扱う会社が数社あります。欧州におきまして

も数社あるのですが、日本においては現在、協力していただいている会社は合計３社とい

う状況です。お隣の韓国、中国におきましても、実は研究開発が活発化しておりまして、
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大きな予算を投入しているという情報があります。一部国内向け装備品にすでに適用され

ているという情報もあります。赤外線センサ技術は各国とも最重要技術と捉えており、そ

れはどういうことかと申しますと、技術情報の開示は非常に限定的なものになっていま

す。特にセンサ素子の製造方法に関しては、原則非開示になっています。 

 次に諸外国の特徴を申しますと、まず、米国は、欧州や日本に比べて非常に潤沢な予算

があるのが現状です。そのため、ここに示すような数社で研究開発／製造を行っていま

す。ただ、ミリタリー・クリティカル・テクノロジー・リストというものを作っており、

これは国防に非常にインパクトのある技術を集めたものなのですが、このようなリストを

基にして輸出規制が行われています。このように国内有力技術を管理して、防衛的にも技

術維持を図っているというのが現状です。一方、欧州におきましては、ドイツではＡＩＭ

（エーアイエム）、イギリスではＳＥＬＥＸ（セレックス）、フランスではＳｏｆｒａｄ

ｉｒ（ソフラディア） というように、基本的に国内１社に予算や技術を集中しているこ

とが伺えます。そして、政府系の研究機関、例えばイギリスではＱｉｎｅｔｉＱ（キネ

ティック）、ドイツのＦｒａｕｎｈｏｆｅｒ（フランフォファー）、フランスのＬＥＴＩ

（レティ）などが、これらの会社をバックアップして国内重要技術として発展を推進して

いるというその国の戦略が見て取れます。先ほど小川先生や上田先生のお話にもありまし

たように、如何に戦略を立てていくかということが、１つの要素技術である赤外線センサ

技術においても非常に重要と認識しており、我が国においてもどのような戦略を立てて維

持育成していくかを重要視しております。 

 その赤外線技術に関して、我々は非常に多くの研究開発を行ってきました。このスライ

ドが、煩雑なもので申し訳ないのですが、実際に行ってきた研究開発の流れになります。

大きく分けて暗視装置、走査型と呼ばれる赤外線センサ、２次元赤外線センサの中には冷

却型と非冷却型があり、これら４つのセンサについて研究開発を行ってまいりました。 

 先ほどの発表にもありましたように、我々は防衛技術シンポジウムというものを開催し

ておりまして、実は去年、赤外線技術についても発表しました。その資料がダウンロード

できます。そちらにさらに細かい情報がありますので、ご興味のある方は是非そちらもご

覧になってください。この後に発表するロボット技術についても防衛技術シンポジウムで

発表を行っておりますので、併せてご参照いただければと思います。 

 研究開発の流れの概要を申しますと、もう６０年ぐらい前、１９５０年代から暗視装置

の研究を開始しております。暗視装置は先ほど上田先生からもお話がありましたように、

夜間の月明かりで非常に微弱な明かりの中でも撮像できる微光暗視カメラというもので

す。よくテレビでは高感度カメラという名称で紹介されておりますが、それに現在では発

展しているものです。冷却型赤外線センサに関しては、１９６０年代から研究開発を進め

ております。冷却型は、隣に冷却器を置いて、赤外線検知素子を約マイナス２００℃とい

う極低温に冷やし、高感度を得るというものです。ただ、冷却器を伴いますので、通常

は、ハンディカムなどのビデオカメラよりちょっと大きなサイズになってしまいます。こ

れに対して、冷却器を用いない非冷却型の赤外線センサに関しては、１９９０年代から研

究開発を進めております。冷却器を必要としませんので、赤外線検知器も非常に小さなも

のになり、最終的に赤外線カメラも手のひらに載るサイズが実現されています。これは日
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本のナノテクノロジーやＭＥＭＳ（メムス、Micro Electro Mechanical Systems）技術の発展

に伴い、このような小型化ができたという背景もございます。 

 これら冷却型赤外線センサ、非冷却型赤外線センサに関しては、数々の研究開発を行っ

てまいりました。その形態としては、単素子、１次元アレイ、２次元アレイのセンサがあ

ります。材料については、冷却型に関してはこのスライドに書いてあるもの（ゲルマニウ

ム、水銀カドミウムテルルなど）、非冷却型に関してもここに示す様々なタイプの研究開

発を行ってきました。これらの研究開発ですが、我々は製造設備を持ちませんので、民生

技術（企業）と共に研究開発を実施してまいりました。企業と協力して実施しているな

か、スピンオン、スピンオフが盛んに行われてきた技術でもございます。 

 例として、まずは走査型赤外線センサについて紹介させていただきます。この走査型と

いうのは、単素子や１次元ラインセンサの見ている方向をスキャン、すなわち走査して、

最終的に画像を得るセンサのことです。１９７９年に、ここに示した５０×５０素子ぐら

いの、ちょっとぼやけていると思うのですが、このような赤外線の画像をまずは得まし

た。この時、ハンディカムなどでＣＣＤと呼ばれているものをお聞きになったことがある

かもしれませんが、それを赤外線センサに初めて適用した研究開発の成果です。その１０

年後には、２４０素子を縦に並べて、テレビジョンレベルの画像を得ております。これは

ヘリコプターに搭載した「索敵サイト」と呼ばれる監視用の赤外線センサです。その１０

年後の１９９９年には、９６０素子を並べてハイビジョンレベルの画像を得ております。

ハイビジョンレベルの画像になりますと、非常にクリアに見ることができます。ここに示

した図は横須賀にある防衛大学校から東京湾の方を見た赤外線画像ですが、約３０ｋｍ離

れた東京湾のアクアライン、約５０ｋｍ先の幕張のツインタワーはちょっと小さくてわか

りにくいかもしれませんが、５０ｋｍぐらい先の赤外線も捉えることが可能になっていま

す。 

 その動画の一例を示します。画像が劣化していて申し訳ないのですが、これはタンカー

を見たものです。タンカーはこのように区画毎に荷物を積んだりするものですが、晴れの

日など日光が当たりますと、中に積んでいるものの違いによって温められ方が違ってきま

す。可視光の場合は、タンカーですのでよくある赤と黒の一様な船体しか見ることができ

ないのですが、赤外線においては、このように荷物を積んでいるか積んでいないかを含

め、さらなる情報を得ることができます。 

 次に、冷却型２次元赤外線センサ、非冷却型２次元赤外線センサに関し、我々の最新の

研究開発例を紹介させていただきます。まず、２０１０年になりますが、２波長赤外線セ

ンサ、２波長ＱＤＩＰ（キューディップ）という量子ドット型の赤外線センサの研究開発

において、世界で初めて量子ドット型赤外線画像センサを実現しました。ここで特筆すべ

きことは、中赤外線と遠赤外線を同時に見ることができるということです。 

 これは、中赤外線と遠赤外線とは何かを示したものです。我々の目に見える可視光が約

０．４から０．７マイクロメートル、それより短い波長が紫外線、長い波長が赤外線で

す。赤外線の中でも可視光に近いものが近赤外線、そして中赤外線、遠赤外線と、波長が

長いほど離れていきます。この図の縦軸は透過率ですが、視界良好時、快晴の時に距離

１．８ｋｍでどのぐらい透過したかを示すものになります。この白い部分が透過する部分
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なのですが、可視光は透過率が９０％以上で非常に透過しやすい波長帯です。中赤外線、

遠赤外線は、このように赤外線の中では良く透過する波長帯で、我々は、３から５マイク

ロメートル帯、８から１２マイクロメートル帯の中赤外線、遠赤外線、両方の波長の画像

を同時に取得できるという２波長赤外線センサを開発したものです。 

 次に、量子ドット型について説明させていただきます。量子ドットというのは非常に小

さい粒で、直径が約２０ナノメートル、ここに０．００と０が８個並ぶのですが、髪の毛

の太さの３千分の１ぐらいの大きさのものになります。これが真上から見た顕微鏡写真に

なりますが、このような非常に小さい粒に赤外線を当てて、この小さい粒で赤外線を検知

するというセンサです。具体的には、遠赤外線を検知する部分と中赤外線を検知する部分

に量子ドットを散りばめ、両方の赤外線を同時に検知するというセンサです。現在は、先

ほどクリアな画像例として紹介しましたハイビジョンに対応するセンサを研究開発中でご

ざいます。 

 これは、実際に遠赤外線と中赤外線の見え方がどうなのかについて示したものです。今

日、この近くで花火大会があると聞いたのですが、これは花火を赤外線で見るとどうなる

かを示しています。中赤外線では非常に花火が見えやすく、このように花火の形に近いも

のになりますが、遠赤外線では花火の芯しか捉えていないという違いがあります。これと

は逆に、こちらは冬の寒い時に富士山を見た画像です。遠赤外線は温度の低いものの検知

が得意で、このように山の稜線がくっきり見えるという特徴があります。これに対して、

中赤外線では雲がはっきり見えるという違いがあります。 

 次の例として、海面を航行する小型船の例を示したいと思います。太陽光の海面での反

射、このように太陽を映した時に海面がギラギラすることを我々は海面クラッタと呼びま

すが、昼間に見ると、このように可視光では海面がギラギラして見えます。 

 こういう場面で赤外線ではどのように見えるかを示しますと、このように赤外線におい

てもギラギラしてしまっています。これは先ほどの２波長赤外線センサではどう見えるか

を示したものですが、右側が中赤外線、左側が遠赤外線の画像です。おわかりになる方も

おられると思いますが、ここに小型船が航行しております。２つの画像は同じ場所を見て

いるのですが、中赤外線ではこのようにシルエットとして見えますが、遠赤外線では見え

にくくなっています。 

 このとき、２つの赤外線波長を同時に撮っておりますので、海面クラッタを低減させる

ため、２つの赤外線画像を融合させる処理が可能となります。これを２波長処理と呼んで

おりますが、この処理を適用した場合どうなるかを示します。このように海面クラッタを

抑えることができ、小型船の形状、波の形までも捉えることができるようになります。防

衛的には、相手が何かといった目標識別において非常に有利になる赤外線センサでござい

ます。 

 そのほかに実際に撮った動画がありますので見ていただきたいと思います。これは人の

手の熱を洋服に移したもので、遠赤外線のほうが良く見えます。これはライターの炎です

が、中赤外線の方が良く見えます。冷却ガスの場合は、遠赤外線の方が良く見えます。雲

は遠赤外線の方が通りやすいので、雲の切れ間の月などは遠赤外線の方が見えやすくなり

ます。これは先ほど示した２波長処理の例です。このほかに２波長処理の例として、これ
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は火力発電所の煙突を見たものです。１ｋｍ先ぐらいのものですが、煙突から出る煙だけ

を抽出するという処理もできるというものです。 

 ２波長の赤外線を同時に取得することがなぜ良いのかということをまとめますと、２つ

大きなメリットがあるということになります。１つは、同じ目標に対して特徴の違う赤外

線画像の取得が可能となることです。目標によっては見えやすい波長があるので、運用場

面が拡がるというメリットがあります。もう１つは、２つの波長を融合させる処理、２波

長処理と申しましたが、これを行うことにより今まで見えにくかったものまでが見えると

いうメリットがあるということになります。 

 今までは冷却型についてお話しましたが、次に非冷却型の赤外線センサに移ります。こ

れは２００７年当時のものですが、とにかく世界最高水準の小型軽量化を目指そうという

ことで研究開発したものです。その結果として、重量７０．３ｇ、おそらく今のスマート

フォンの２分の１ぐらいの重さだと思いますが、そこまで軽量化、小型化できたもので

す。ただ小型化しても性能が悪かったら元も子もありませんので、どこまで温度差が見え

るかの指標としてＮＥＴＤ、雑音等価温度差というものがあるのですが、その値として

０．０２２度、つまり１，０００分の２２度、１００分の２度までの温度差を識別できる

という高性能な小型カメラを実現したものです。 

 この非冷却型２次元赤外線センサについては、１９９０年に、技術研究本部が我が国で

最初に研究開発したもので、その後、自衛隊における活用として、夜間照準具、夜間でも

照準できる装置などに反映したのですが、先ほどから申しておりますように、民生品にも

いろいろ応用されています。これがスピンオフ、つまり防衛技術から民生技術への波及で

す。代表的なものとしまして、インターネット、パソコンのマウス、ＧＰＳや高速道路料

金徴収のＥＴＣ等が有名なスピンオフの例です。 

 我々が研究開発していた時はこのような画像しか得られなかったのですが、その後民生

分野において多画素化、高感度化、小型軽量化を行っていただき、最終的に、これは日本

アビオニクス社さんが出している製品なのですが、このように非常にクリアな画像を得る

ことができております。スピンオフ後の民生分野での技術進展により、防衛分野において

も有効かつ積極的に活用できるレベルにしていただいているものでございます。 

 その１つの活用例を最後に紹介させていただきます。これは、ご存じのように東日本大

震災に伴う原子力災害への対応のひとつで、我々は福島第１原子力発電所の温度計測に携

わりました。大震災後しばらくは、原子炉建屋内の温度計が計測不能だったのを覚えてい

らっしゃると思いますが、その時にヘリコプターに乗って原子力発電所上空から温度計測

を実施したものです。非常にシビアな状況ですと、原子炉が１，０００℃以上の温度にな

ると言われていたのですが、計測した結果、そのような温度にはなっていなかったという

ことを確認できたことにより、当時の原子力災害に対する不安の一要因を取り除けたので

はないかと思っております。この計測に関しては、直接的な温度計測が可能となる４月下

旬まで２６回実施しました。その結果は、防衛省のホームページに掲載されております。 

 その温度計測の概要を示します。ヘリコプターは陸上自衛隊保有のＣＨ－４７を用いま

した。このヘリコプターのお腹の部分にはハッチがあり、それが開くようになっていま

す。そこにアクリル板を張り、赤外線センサのレンズ部分だけが出るようにして設置しま
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した。このような状況で原子炉建屋の真上、約３，０００フィート、９００ｍ上空を飛行

し温度計測を実施しました。 

 その当時の計測状況をまとめたビデオがありますので紹介させていただきます。これが

先ほど申した非冷却型の赤外線センサです。このビデオの計測を実施したのは震災から１

２日後の３月２３日で、仙台から福島に渡ったのですが、その途中、海岸線を通っていき

ましたので、津波被害の状況を目の当たりにしながら進んで行ったというものです。これ

が４号炉の原子炉建屋で、現在はそうではないのですが、その当時は爆発したままの状況

で上から見るとこのような状況でした。２号炉だけ建屋が残っていたという状況でした。

この上空を飛行するヘリコプターから通常のビデオカメラで撮影しながら、同時に赤外線

センサでデータを取得し、解析して、温度を算出したというものです。計測が終わると原

発事故対応の拠点になっていたＪビレッジ（サッカートレーニング施設）というところに

戻ります。ヘリコプターというものは非常に振動がありますので、このように寝そべった

状態で計測を実施しました。ここがＪビレッジで、当時は消防車などが多数待機しており

ました。最後に、やはり放射線量がどうかというのが非常に心配されておりましたので、

放射線量を測って終了したというものです。これが実際に計測した熱画像の例です。この

揺れはヘリの振動によるものです。４号炉は、爆発により建物の外見がないため赤外線で

はちょっとわかりにくくなっており、実際このような状況でした。これが３号炉で、その

当時、燃料プールがちょっと熱かったものがはっきり見えます。２号炉は建物が非常にク

リアに見えます。最後に１号炉です。民生品を使いましたので、初めは振動による影響な

どを心配したのですが、日本の民生品は非常に性能が良く、無事に計測することができま

した。スピンオフして、民生で非常に技術発展していただいたこと、我々は非常に感謝し

ております。 

 最後にまとめさせていただきますと、本日のキーワードである日本の安全保障を支える

重要な技術の１つとして、赤外線技術についてその特徴や研究例を紹介させていただきま

した。この技術は、民生技術と非常に深いつながりを持っており、今後も産官学連携を推

進させていただきたいと思っております。また、優れた民生技術を積極的に活用させてい

ただきたいと思っておりますので、引き続きご協力のほどよろしくお願いいたします。本

日はどうもありがとうございました。  

 

【司会】 

 土志田部長、ありがとうございました。いよいよ第２回関西総合防衛セミナー最後の講

演に移らせていただきます。最後の講演の講師を務めていただきますのは、技術研究本部

先進技術推進センター研究管理官付の金子学・ヒューマン・ロボット融合システム技術推

進室長でございます。 

 金子室長は平成５年に技術研究本部に入部され、その後技術開発官付海上配備型誘導武

器システム研究室主任研究官、先進技術推進センター研究管理官付ロボットシステム技術

推進室長などを歴任され、本年５月に現職に就かれました。 

 金子室長には、「ロボット技術」について講演していただきます。それでは、金子室

長、よろしくお願いいたします。 
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【防衛省技術研究本部先進技術推進センター研究管理官（ヒューマン・ロボット融合技術

担当）付ヒューマン・ロボット融合システム技術推進室長 金子 学 氏】 

 ご紹介いただきありがとうございます。私は、防衛省技術研究本部先進技術推進セン

ター、少々名前が長いのですが、ヒューマン・ロボット融合システム技術推進室長の金

子と申します。 

 こちらにヒューマン・ロボット融合システムと書いてありますが、例えば、パワーア

シストとかロボットの操縦をどういうふうに使い勝手を良くするかというようなところ

をメインに研究している研究室でございます。 

 こちらに先進技術推進センターとございますが、技術研究本部には陸海空それぞれの

装備品を創製する研究所がございます。その他、この直前に講演いたしました土志田が

所属しています電子装備研究所がございます。電子部品、各装備品に使う電子装備品を

研究している研究所でございますが、こちらの先進技術推進センターは、例えばそう

いった研究所には直接的には関係がなさそうな研究や、もしくは個人装備とかそういっ

たものに関して先進的な技術を使って研究をする研究所でございます。例えば、生物剤

の検知や、化学剤の防護、もしくはシミュレーションの研究などを行っています。 

 次に、我々が目指す将来ということで、ご説明させていただきます。先ほど申し上げ

ましたように、先進技術推進センターは、現在、より複雑、より厳しい環境における任

務遂行ということで、例えばかなり前になってしまいましたが、地下鉄サリン事件、最

近では国際平和協力活動の本来任務化、先ほどの原発事故での赤外線センサによる画像

の取得など東日本大震災原子力災害の対応等、自衛隊員は非常に厳しい場所で任務を遂

行しております。やはり我々技術側の人間としては、人員の犠牲の最小化、生命の保持

を追求するための装備品を生み出すべきであろうということで、こういった個人装備

品、防護力を高めよう、個人個人の攻撃力を高めようといった装備品、又、シーバーン

（ＣＢＲＮ）と読みますが、ケミカル（Ｃｈｅｍｉｃａｌ）化学、バイオロジカル（Ｂ

ｉｏｌｏｇｉｃａｌ）生物、ラディオロジカル（Ｒａｄｉｏｌｏｇｉｃａｌ）放射性物

質、それからニュークリア（Ｎｕｃｌｅａｒ）核、最近ではＥを付けてイクスプローシ

ブ（Ｅｘｐｌｏｓｉｖｅ）爆発物というのもございますが、これらの検知、防護又は被

害予想、例えば化学剤が撒かれてしまったらどのように拡がっていくかなどを研究して

おります。 

 今日、ご説明させていただきますロボットシステムは、人に代わってロボットが危険

な任務を行うような場合に使う技術です。これらを総称して、我々はゼロ・カジュアル

ティ戦闘システムと呼んでおります。これは、ゼロは「ない」、カジュアルティは「犠

牲者」ということで、犠牲者がないような戦闘システムということで、こういったもの

を組み合わせることによって、最終的に直接隊員が怪我をしない、生命を失わないよう

な戦闘システムを目指していきたいと考えております。 

 こちらはそれを模した絵でございますが、かなりごちゃごちゃしておりますが簡単に

申しますと、我々としては、このような隊員強化スーツ、隊員を防護するようなスーツ

を着た隊員が戦闘を行い、その周りをロボットがサポートすることにより、例えば情報
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収集をしやすくする、もしくは危険な場所にロボットが代わりに入ることによって、隊

員が怪我をしない、もしくは化学剤にやられないという状況にするということです。こ

ちらにＣＢＲＮ脅威システムというのがございますが、これは例えば、どこかで化学剤

が撒かれた、それがどうやって拡がっていくのか、もしくは拡がった状況から実際どこ

で撒かれたのかなどをシミュレーションしながら、それを検知するといったことを、将

来的には自衛隊に装備品として提供していきたいと思っております。そういった中で、

我々は、特殊災害、市街地戦闘、テロ・ゲリコマ対処等を想定しています。 

 ゼロ・カジュアルティ戦闘システムを目指してということで、現状は、個人が携帯す

るサイズの検知器に関する研究を行っていました。また、ロボットにつきましては、１

対１で操縦するような非常に簡易的なロボットを使っています。また、個人装備システ

ムといったところで、個人個人の情報の共有化をしております。これらに対しまして、

将来的には、先ほど申し上げましたようにシミュレーション技術を使って拡散状況を探

る、又、そういった情報をネットワークでつないでいろいろな部隊が共有することによ

り戦闘に供し得るといったことを考えております。 

 また、この個人装備でございますが、将来的にはこういった隊員強化スーツ、防護力

を上げるために防護板を装着しますとある程度重くなりますので、そういったものを着

たとしても従来と同じような戦闘行動ができる、重く感じないというスーツを作ってい

きたいと考えております。 

 またロボットに関しましては、将来的にはこちらも最終的にネットワーク等で組み上

げまして、複数異種のロボットが協働して情報を取得することで情報優越を確立する、

もしくは物資輸送などを行うといったことに使えるのではないかと考えています。 

 ここからが本題のロボット技術です。ロボット技術の活用ですが、よく言われるデン

ジャラス（Ｄａｎｇｅｒｏｕｓ、危険な）、ダル（Ｄｕｌｌ、単調な）、ダーティー

（Ｄｉｒｔｙ、汚い）といった作業又は任務をロボットに代わりにさせることによっ

て、隊員の生命が危険にさらされないであろうということで、我々は今ロボットの研究

をしております。大規模災害対処、国際平和協力活動等で活躍できるのではないかと考

えております。 

 現状、我々はロボットの研究をしておりますが、今日はその中でカテゴリーとしてマ

イクロロボット（隊員が携行できる大きさのロボット）、小型ロボット（車両に搭載で

きる大きさのロボット）、車両型もしくは中型ロボット（自動車クラスの大きさのロ

ボット）についてご紹介したいと思います。 

 こちらは外で展示をしていますが、建物の中や狭い場所での偵察をさせようというも

のです。また、小型ロボットですが、周りにクローラ、一般的にはキャタピラと呼ばれ

るものですが、そういったものを使って前進をして偵察や爆発物処理をさせるロボット

です。最後の中型は、より遠距離の偵察警戒や物資輸送といった目的のために研究して

います。 

 マイクロロボットですが、すでに外で展示しておりまして、皆さんに見ていただいて

いるかと思いますが、当初は球形で持ち運びがしやすい形になっています。それを投げ

込んで、最終的に四輪の移動形態にして、中を偵察するといったものです。当初はラグ
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ビーボール大でございましたが、現状、外に展示しているような形で、６７０ｇで大体

手のひらにのる程度のところまで小さくしてきています。実は、こちらは以前、自衛隊

の試験等で使っていただいたことがあるのですが、静音性に力を入れておりまして、後

ろから近づいても気付かなかったというコメントをいただいております。 

 次に小型ロボットですが、こちらは、我々は爆発物対処用ロボットと呼んでおりま

す。爆発物の急所、例えば信管を正確に狙って破壊していくというものです。どういう

ふうな作業をするかは後ほどビデオで紹介させていただきます。特徴的なのは、どうい

うロボットを作ろうかといった仕様のところから実際の試験まで、陸上自衛隊と協同し

て実施し、最終的に陸上自衛隊に評価していただき、こちらの小さい方のロボットは、

装備品として陸上自衛隊が調達するという成果を得ています。特徴としましては、大き

い方は５自由度の非常に高性能なアームが付いています。５自由度というのは関節が５

個あります。こちらの小さい方、Ⅱ型と呼んでいますが、３自由度のアームです。こう

いった違いというのは、試験をやっておりますと、途中で陸上自衛隊からいろいろなご

意見をいただきます。そういった中で、例えば、もっと小さく軽くできないかというこ

とで、作業用のアームの自由度を下げていくといったようなトレード・オフをしなが

ら、下がった分は運用でカバーするというようないろいろなディスカッションをして、

試験評価や研究を進めていき、その結果として最終的にこちらの方が採用されたという

経緯があります。 

 これが試験をしている模様です。こういう形で自衛隊の方に操縦していただきまし

た。ここにディスラプターという装置がございます。ここから弾を出しまして、模擬的

な爆弾を破壊するという試験を行いました。先ほどのⅡ型と呼ばれる小さい方のロボッ

トに関しても、こちらにディスラプターという装置を付けまして、見づらいのですがこ

ちらにレーザーが出ています。それで照準をつけながら実際に打ち抜くという試験を行

いました。 

 引き続きまた小型ロボットですが、こちらは非常に名前が長いのですが、走破性・放

射線防護性向上型小型ＵＧＶ（無人地上車両）というものです。先ほど福島原発事故の

話がございました。直後に外国製のロボットが建屋の中に入りまして、いろいろと情報

を取得するというようなことを行いましたが、先ほどのロボットはクローラといわれる

部分がほぼ平面を走る能力しかありませんでした。当時ロボットは、例えば海外のＰＫ

Ｏに持って行って、ＩＥＤ（即製爆発装置）を処理するというような要求があり、平面

を走行するということであのような形をしておりました。ところが原発事故があって、

階段を昇らなければならない、瓦礫を乗り越えなければならないということで、四隅に

補助クローラというものを付けまして、これをぐるぐる回転させることにより自分の姿

勢を変え、例えば階段を昇る、瓦礫を乗り越えるといったことができるようなロボット

を作りました。先ほど白いロボットがございましたが、あれが設計のベースになってお

りまして、あれを改善する形で周りにクローラを付けております。 

 もう１つ特徴的なのは放射線防護性で、中に鉛の箱が入っております。その中に大事

な電子部品を入れることによって、より放射線量が高い場所、もしくは、放射線は累積

で効いてきますので、より長時間同じ場所で運用できるようになっています。 
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 もう１つ、このカメラですが、ＣＣＤやＣＭＯＳ（シーモス）の面が直接放射線にあ

たってしまいますと、カメラがすぐにやられてしまいますので、途中でミラーを斜めに

入れて、ミラーに映った絵を、横側に向けたＣＣＤカメラがその映像を撮って、見ると

いうような工夫をしており、そのことによってカメラが長時間保ちます。 

 次に階段を昇るシーンをご紹介いたします。下に魚眼カメラが付いていまして、後ほ

ど画像が出てまいりますが、この周囲を１つのカメラで見ることができます。こうする

ことによって、見ないでロボットを操縦しようとしますとなかなかこういう狭いところ

などに入って行くのは難しいですが、こういうカメラを付けることによって、周りも一

度に見られるので狭いところも操縦しやすくなるということがございます。 

 このような工夫を、一番初めに作った爆発物の白い大きい方のロボットに対して、こ

こを改修した方がよい、アップデートした方がよいというものは、こちらで改修を行っ

ております。 

 次に中型ロボットでございます。これは見ておわかりのように、元々はスズキの小型

四輪駆動車のジムニーです。この車両にセンサやコンピュータを積んで、無人車両とし

て改造してあり、遠隔操縦を主体として考えております。操縦する際に、こちらにバッ

クミラーを外してカメラがついておりまして、操縦装置の側に映像が送られてきます。

その映像というのは通信の遅れがございますので、極端に申し上げますと、例えば１秒

前の映像を見ながら離れたところにいるドライバー、遠隔操縦者は操縦をしなければい

けない。そうなりますと、このＵＧＶ、ロボットは最高時速６０ｋｍで走っております

ので、その１秒の間にどんどん先に行っています。そうすると、操縦者が、障害物があ

るのでよけようとしても、実際にはその障害物にもう当たってしまっているという状況

になります。そうならないように、自律機能（自分で考える機能）が付いています。そ

こでは、障害物があったら自動的にそれを見つけて、ステアリングを動かしてロボット

が自動的に回避するということを行わせています。現状、これは性能確認ということ

で、昨日まで北海道で試験をしていました。 

 もう１つ特徴的な操縦方法としては、例えば、ロボットが持っている電子的な地図の

上で緯度経度等を指定して、Ａ点、Ｂ点、Ｃ点というふうに規定します。すると、後は

ドライバーが手を離した状態で、このロボットはＡＢＣという形でその経路を走ってい

くというようなことも可能です。 

 また、防衛特有の夜間無灯火ということで、先ほど紹介があった赤外線カメラ等を使

いまして、電気をつけないでも、その赤外線カメラの映像を見て操縦するということも

可能になっています。 

 こちらは試験の模様でございますが、人を模したマネキンとか自動車大の障害物を置

きまして、操縦をここにあるテントの中から行っています。平面画像を見ながら操縦し

ています。今曲がっておりますが、平面画像を見て曲がっていくというのは非常に難し

いです。しかしながら、こちらの車両は、コーナーに当たらず、曲がるのに丁度いい場

所を探しながら自動的に曲がって行ってくれるということで、遠隔操縦者の支援をして

くれるという機能を持っています。ここに障害物がありましたが、こういったものをハ

ンドルを真っ直ぐにした状態でも綺麗によけながら、車両はぶつからずに進んでいって
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くれます。それと、このような不整地、なかなかどこが道だか分からないような場所で

も、この車両は自動的にこの辺が道だと探しながら、操縦者のサポートをしながら進ん

で行ってくれます。それから、このような市街地の走行試験等を行っています。最後に

操縦の画面が出てまいりますが、これは夜間ですが、このような画面を見ながらドライ

バーは遠隔操縦しております。 

 次に、ロボットの基本構成です。こちらは小型ロボットの構成です。大きく分けます

と、このようなアームとか移動機構等のロボットの本体、センサー類、通信系統になっ

ております。それからヒューマンインターフェース、これは操縦装置ということで、パ

ソコンとか、ジョイスティックの操縦装置になっています。ちなみにこのロボットです

が、Ｘｂｏｘ（家庭用ゲーム機）のコントローラを使っています。こちらのアンテナ類

も普通の無線、Ｗｉ－Ｆｉを使っております。こういったもので構成されておりまし

て、この無線で大体５００ｍ以上の見通しで操縦することが可能です。またこちらに有

線のケーブルが付いておりまして、これで実際ケーブルをつないだ状態で大体３００ｍ

の操縦が可能です。 

 次に中型ロボットの基本構成でございます。先ほどの小型ロボットと申しますのは、

基本的に自分で考えて何かをするという自律機能がついていません。このサイズになり

ますと、先ほど申しましたように、やはり自分で考えて物を避けたりという機能が必要

になってきます。そのため、こちらの中型ロボットでは、ステレオカメラとか、一番多

いのはレーザー系のセンサが搭載されています。こういうセンサを付けることによっ

て、自分の前方をレーザーでスキャンしながら、前に障害物がないかというのを探しま

す。また、このステレオカメラはより遠方、何十ｍ先の状況を見て、平面、自分が走る

場所はどこかというのを探しながら、手前のレーザーセンサで障害物を探して物を避け

ていくということをしております。 

 また、操縦装置でございますが、こちらは先ほどと違いまして、少しごてごてしてお

りますが、実際の車両を操縦するような感覚を持てるハンドルや、ペダル（アクセルと

ブレーキ）などがついています。もう１つ面白いのは、装着型の操縦装置というものを

作っております。背中にランドセルのようなものを背負いまして、この中にコンピュー

タが入っています。片手で操作できるコントローラで、ピストル形状のものを持ちまし

て、ここに付いているジョイスティックで車両を動かします。画像はヘッドマウント

ディスプレイを目の前に付けまして、ここに映る映像というのはこちらに映る映像と

まったく同じです。これを見ながら、実際にこちらのコントローラで操縦するというよ

うなことも可能になっています。 

 民生品の活用ということで、小型ロボットと中型ロボットを並べています。基本的に

この赤くなっている部分というのは、民生品をほぼそのまま使っております。例えばセ

ンサに関しましても、市販のカメラとかＭＥＭＳ（メムス）系のＧＰＳを積んでいま

す。当然、こちらは似たようなセンサを使っておりますが、ほとんどそのまま買ってき

て付けるというようなことをしております。ただ、通信装置に関しましては、大きい車

両になってきますと、やはり専用装置とか承認が必要な電波の周波数を使っておりま

す。あとは操縦装置でございますが、先ほど申し上げましたように専用装置になってい
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ます。ただ、アクセルペダルに関しましては、高級なゲーム用のコントローラを使って

います。ロボットを動かす際に一番大事なのはソフトウェアですが、やはりそれぞれ専

用に作成しております。 

 今現在どういう研究をやっているかということですが、先ほど紹介させていただきま

したロボットは、爆弾を処理するとか、偵察をするといったところで、あまり戦闘行為

が激しい場所で使用するようなロボットではありません。ただ、操縦装置がジョイス

ティックとかハンドルとかなので、やはり操縦に集中しなければいけないというところ

があります。そうすると、自分の身を守るとか、他の任務を行いながら操縦するという

ことをしないと、より前線に近づいた状況でロボットは使えないであろうという想定の

下で、我々は今、ジョイスティック以外に、例えば身体の動きや音声でロボットを操縦

できないかという研究もしています。例えば、人間が手をすっと動かすとページがめく

れるという広告がありますが、ああいうイメージです。例えばロボットにセンサを積ん

で、隊員が前へ行けという身振りをすると、ロボットが隊員の前に出て行ってその先を

見るといったことをできないかという研究をしています。そういう研究をする場合で

も、ここに照明条件を限定して研究と書いていますが、例えば民間では広告等に使う場

合ですと、そこの場所の照明条件は決まっています。自衛隊ですと、夜とか陽が入って

きてしまうとかいうところで使うので、それに対応出来るセンサを使わなければいけま

せん。そういった特殊な防衛用の条件を考えながらも、身体動作の認識アルゴリズムと

か音声の認識アルゴリズムは民間のものを使いましょう、センサ類も民間のものを使い

ますが、ではこれらを組み合わせてどうやって我々のほしい情報を出してくるかという

のは防衛省がやりましょう、そういった中で、従来持っているプラットフォームを使い

ながら、最終的にそれがシステムとして有効かどうかを確認していくといった部分を

我々がやりましょう、となります。民間の技術を上手に使いながら、我々が防衛特有の

部分というのはどこなのだろうと考えながら、最終的にそれをシステムアップして、こ

ういった形で成果を出してというのが、我々の研究であり、これは今年度始まっており

まして、まさに研究を進めているものです。 

 最後に、まとめでございますが、ロボットは先ほど申し上げましたように我々が目指

すゼロ・カジュアルティに有効な装備品です。危険な任務の負担軽減や新たな戦い方と

いうことで、こちらに情報優越と書いていますが、移動センサとしての情報収集能力を

持っています。また隊員の能力を拡張すること、省力化により隊員を別の重要な任務に

配置することが可能になっていくと考えております。現状、ロボットは、まだまだこれ

から本格的に導入が始まる新しい装備品でございます。その中で我々としては、まず自

衛隊でロボットはどういう所で使えるかということを考えています。我々はこういうロ

ボットを持っているということで、自衛隊といろいろと協力をしながら、実際に演習場

等で試験を行っております。運用者としての自衛隊に、ロボットに対する理解を促進し

ていただき、どういった使い方ができるかというのを一緒に考えてもらいます。それに

対して我々は協力しつつ、また、それに対応できるようなロボットを作っていくという

ことを考えています。大事なのは、ロボットに対する信頼性です。隊員は命をロボット

に任せなければならないので、ロボットに任せても任務をやり遂げるという信頼性が必
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要だと思っています。これはやはり、こつこつとこういったことをやることによってし

か築けないものであると思っています。 

 次に、自衛隊との協力による実証的な評価です。これは、先ほど申し上げましたよう

に、試験を一緒にやりながら、どういった所でどういったことができるかといったこと

で、着実にそこから評価をいただき、着実な改良を繰り返していくことが必要だと考え

ております。 

 最後に、簡単に書いてございますが、先ほど申し上げました民生品の活用です。良い

センサ、もしくは良い通信機があるというようなことがあると、我々はロボットを改良

する際に時代にあった一番良いものをインストールして、より良いロボットを作ってい

くということを日々考えております。 

 今日はご静聴、どうもありがとうございました。 

 

【司会】 

 金子室長、どうもありがとうございました。以上をもちまして本日の講演はすべて終了

いたしました。それでは、閉会にあたりまして、私ども近畿中部防衛局次長・辻秀夫から

ご挨拶を申し上げたいと思います。もう少々お待ちくださいませ。 

 それでは、近畿中部防衛局次長・辻秀夫からご挨拶申し上げます。 

 

【近畿中部防衛局次長】 

 近畿中部防衛局主催第２回関西総合防衛セミナーの閉会にあたりまして、一言ご挨拶を

申し上げます。 

 本日、本セミナーは若干時間が延びまして、４時間半を越える長丁場ではございました

が、大勢の皆様方に最後まで熱心にご聴講いただきまして、どうもありがとうございまし

た。また、７階ホワイエでの研究開発品の展示に対しましても、大勢の方々に関心をもっ

てご視察いただきまして、どうもありがとうございました。 

 本日ご講演をいただきました、小川先生、上田先生、三島先生はじめ講師の先生方に

は、大変熱のこもった、そしてわかりやすい、しかし水準の高い、情報の豊富なお話をい

ただきまして、誠にありがとうございました。ここに改めて深く感謝申し上げます。 

 本日のセミナーは、「安全保障と科学技術」ということで、こういった安全保障ないし

防衛をテーマとした講演会としては非常に珍しい、ある意味では地味なテーマを扱ったと

いうことかもしれませんが、ご案内のように、安全保障・防衛には、わかりやすい、目に

見えるダイナミックな動きのある反面、静かな、目に見えにくい、しかし大きな動き、大

事な動きという様々な面がございます。本日は科学技術という一見静かな、しかし大き

な、重要な意義を持つ動きについてご理解をいただくという観点から、そのようなテーマ

でご講演をお願いしたわけでございます。 

 私ども、総合防衛セミナーということで、防衛・安全保障を様々な観点から多角的に捉

えて、皆様方にその正確な姿をご理解いただくということから、このセミナーを実施して

まいりましたが、本日もそのような観点から、中には難しい話もあったかもしれません

が、今後皆様方の防衛や安全保障に関する見方、考え方の涵養の参考としてご活用してい
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ただければ、これに勝る喜びはございません。 

 私ども近畿中部防衛局は、今後とも関西一円、また管内の国民の皆様方に防衛・安全保

障に対するご理解を深めていただくため、この種のセミナーをはじめ、様々な広報活動を

積極的に展開してまいる所存でございますので、引き続き皆様方のご支援、ご理解をお願

いしたいと思っております。 

 また、本日の配布資料の中にも当局のパンフレットがございますけれども、ここに当局

の本来業務というべき、基地・防衛施設周辺対策やあるいは建設工事といった事柄につい

ても解説がございます。時間がございましたら、そちらの方もお目を通していただきまし

て、近畿中部防衛局所管行政についてご理解を深めていただければ幸いでございます。 

 本日は大変長い講演でございましたが、最後まで誠にありがとうございました。改めて

御礼を申し上げまして、閉会のご挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。 

 

【司会】 

 以上をもちまして、近畿中部防衛局主催・第２回関西総合防衛セミナーを終了させてい

ただきます。本日は誠にありがとうございました。同封しておりますアンケートにご記入

いただきましたら、外にございます回収箱または係員までお渡しくださいますようお願い

申し上げます。なお、本日は天神祭でございます。外は大変人出が多いようですので、お

気をつけてお帰りください。また、お忘れ物のないようにお帰りください。本日はどうも

ありがとうございました。 


